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人は獲得した自由時間を 

功利的に消費するか快楽的に消費するか 
――多様な要因に着目して―― 

 

有田 勝海 

 

既存研究は、獲得した自由時間の意外性が、人が自由時間をいかに消費するかという意思決定に

対して影響を与えると主張した。しかし、彼らは、媒介変数を捨象している。本論は、自由時間が

純増するか前倒しになるだけか、自分だけが自由時間を獲得するか他者も同様に獲得するか、およ

び、最大化志向か満足化志向かという 3 つの要因が、正当化のしやすさや、計画性という変数を

媒介して、人が自由時間をいかに消費するかという意思決定に対して与える影響を検討する。 

 

 

第 1章 はじめに 

 

生活者は、日々、自由時間をいかに消費しているであろうか。スキルアップのために勉学に励むこともあ

れば、リラックスのためにエンターテインメントコンテンツを鑑賞することもあるであろう。このように、

生活者は、自由時間の消費の仕方について、日々、意思決定を下しながら過ごしている。そして、人々が自

由時間をいかなる活動に費やしているのかを探究することは、マーケティング研究者や企業のマーケティン

グ担当者が、日々時間に追われる現代人の消費行動を理解する上で、非常に重要な課題である。 

この重要な課題に取り組んだ既存研究の 1 つに、Chung, Lee, Lehmann, and Tsai（2022）がある。彼ら

は、人が自由時間をいかに消費するかという意思決定に際し、予期せぬ自由時間を快楽的に消費することを

選択し、予期した自由時間を功利的に消費することを選択すると主張した。彼らの主張の背景にあるのは、

棚ぼた的に獲得したお金（以降、「棚ぼた金」）に関する心理学と消費者行動の研究である（Thaler, 1985; Kahneman, 

Knetsch, and Thaler, 1991; Arkes, Joyner, Pezzo, Nash, Siegel-Jacobs, and Stone, 1994; O'Curry and Strahilevitz, 

2001; Epley and Gneezy, 2007; Milkman and Beshears, 2009）。これらの既存研究は、人が、「棚ぼた金」を軽率

に使い、快楽的な消費に散財する傾向があるということを示してきた。それは、人が、「棚ぼた金」を使用

することによって、損失が発生してしまうのではなく、利益が減少するにすぎないと知覚するためであると

いう。Chung, et al. （2022）は、既存研究が示してきた、このような「棚ぼた金」の効果が、予期せぬ自由

時間についても同様に成り立つと主張した。それは、「棚ぼた金」は、棚ぼた的に獲得した利益（以降、「棚

ぼた利益」）であるという点で、予期せぬ自由時間と共通しているからである。Chung, et al.（2022）は、当

事者自身がその自由時間を予期していたか否か、つまり、その自由時間の「意外性」が、自由時間の消費の

仕方に対して与える影響を見出した最初の研究であるという点で、非常に有意義な研究であると評しうる

であろう。 
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しかしながら、Chung, et al.（2022）は、1 つの重要な問題点を抱えている。それは、意外性と自由時間

の消費の仕方との適合性を媒介する変数がいくつか考えられるのにもかかわらず、それらの媒介変数につい

て、殆ど実証分析を行わなかったことである。第 1 に、意外性と自由時間の消費の仕方との適合性は、自

由時間を快楽的に消費することを選択することの「正当化のしやすさ」によって媒介されている可能性があ

る。人は、快楽的な活動や消費を行うことに罪悪感を抱く（Lascu, 1991; Prelec and Loewenstein, 1998; Kivetz, 

1999）。しかし、「棚ぼた利益」である予期せぬ自由時間に関しては、無償で獲得した利益と考えられ、その

時間を快楽的消費に散在することを正当化しやすいであろう。 

第 2 に、意外性と自由時間の消費の仕方との適合性は、「計画性」によって媒介されている可能性がある。

一般的に、予期せず獲得した自由時間を有意義に活用する方法を瞬時に見つけることは難しい。例えば、思

いのほか待ち合わせ時間より早く目的地に到着したが、特にすることが思いつきにくいため、とりあえずス

マートフォンをいじって時間をつぶしてしまう人が多いのは、その証左であろう。このように、自由時間を

功利的に消費するには計画性が要求される一方、快楽的な活動は通常、本質的に構造化されていないため

（Haworth and Veal, 2004）、功利的な活動と違って計画を立てる必要が少なく、それゆえ、予期せぬ自由時間

は快楽的に消費される傾向が大きいのであろう。 

意外性と自由時間の消費の仕方との適合性を、正当化のしやすさと計画性が媒介しているということを

踏まえると、自由時間の意外性の外にも、人が自由時間をいかに消費するかという意思決定に対して影響を

与える要因をいくつか抽出することができる。その第 1 の要因は、自由時間が純増するか前倒しになるだ

けかである。例えば、会議が中止になった場合と、延期になった場合とでは、人が自由時間をいかに消費す

るかが異なる可能性がある。自由時間の前倒しは、将来の自由時間を奪う。そのような場合には、前倒しさ

れた自由時間を快楽的に消費することが正当化しにくくなるであろう。 

第 2 の要因は、自分だけが自由時間を獲得するか、他者も同様に獲得するかである。人の意思決定は、

しばしば、他者の影響を受ける。例えば、クラスメートがテスト勉強をしていれば、危機感を抱き、自分も

するが、クラスメートがテスト勉強をさぼっていれば、気が緩まり、自分もさぼる、という意思決定を下す

ことが、これに該当する。このことを踏まえると、自分と同時に自由時間を獲得した他者が存在するか否

か、そして、その他者が自由時間をいかに過ごしているかは、人が自由時間をいかに消費するかという意思

決定に対して影響を与えるであろう。 

第 3 の要因は、最大化志向か満足化志向かである。満足化志向にある場合には、小さな上昇志向しか持

たないため、快楽的消費を正当化しやすい可能性がある一方、最大化志向にある場合には、将来的に獲得す

る利益の最大化を測るため、快楽的消費を正当化しにくい可能性があり、自己研鑽のために功利的に消費す

るであろう。また、満足化志向の人より意思決定に大きな労力をかける最大化志向の人は（Schwartz, Ward, 

Monterosso, Lyubomirsky, White, and Lehman, 2002）、計画性に関しても満足化の人より秀でていて、自由時

間を功利的に消費する方法を見つける能力が高い可能性がある。 

かくして本論は、第 2 章において概観する、（a）棚ぼた利益、（b）同調行動、および、（c）最大化志向と

満足化志向に関する研究の知見を援用し、（a）自由時間が純増するか前倒しになるだけか、（b）自分だけが

自由時間を獲得するか他者も同様に獲得するか、および、（c）最大化志向か満足化志向かという 3 つの要因

が、正当化のしやすさや、計画性という変数を媒介して、人が自由時間をいかに消費するかという意思決定
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に対して与える影響を検討する。そうすることによって、本論は、自由時間を獲得した消費者に対し、企業

がいかにアプローチするべきかという実務的課題に関して、豊かで精緻な含意を提供することができるであ

ろう。 

 

 

第 2章 既存文献レビュー 

 

2－1. 快楽的消費と功利的消費 

 

功利的消費は、何かを成し遂げるための手段であり、人にとって義務的で、実用的な利益をもたらすもの

であると考えられている（Hirschman and Holbrook, 1982; Laran and Janiszewski, 2011; Tonietto and Malkoc, 

2016）。Choi and Fishbach（2011）によると、功利的消費は、一般に楽しいものではなく、大変で、自身の

精神のコントロールを必要とするという。 

一方、快楽的消費は、功利的消費に比して、負荷が低く（Csikszentmihalyi and LeFevre, 1989）、手段的で

はなく（Tonietto and Malkoc, 2016）、体験的な楽しみをもたらす活動として認識されている （Hirschman and 

Holbrook, 1982; Mano and Oliver, 1993; Hsee and Tsai, 2008）。しかし、快楽的消費は、功利的消費とは異なり、

正当化しにくい悪徳であるとも認識されており、人は、快楽的消費に罪悪感を抱くことがある（Lascu, 1991; 

Prelec and Loewenstein, 1998; Kivetz, 1999）。 

もっとも、快楽的消費と功利的消費は、必ずしも二元論的に論じられうるとは限らない。同じ活動であっ

ても、個人の好みや目標に応じて快楽的として認識されることもあれば、功利的として認識されることもあ

る（Leclerc, Schmitt, and Dubé, 1995; Newman, Tay, and Diener, 2014; Chen, Lee, and Yap, 2016)。例えば、料理

は、楽しむための活動と認識される場合もあれば、健康管理のための実用的な活動と認識される場合もあ

る。 

一般に、功利的な活動は、収入、成果、安定などのさまざまな利益をもたらすため、人は、快楽的な活動

より功利的な活動を重視する傾向がある（Kodz, Kersley, and Strebler, 1998; de Graaf, 2003; Watanabe and 

Yamauchi, 2016）。しかし、これは、快楽的消費の重要度の低さを意味するわけではない。快楽的消費は、消

費者にとって価値ある数多くの利点をもたらす。例えば、快楽的な活動は、ポジティブな認知と感情を生み

出し、ストレスを軽減するという（Newman, et al., 2014）。また、Haworth and Veal（2004）によると、快

楽的消費は、通常、本質的に構造化されていないという。そのため、功利的な活動とは異なり、計画を立て

る必要が少ないと考えられる。 

 

2－2. 棚ぼた利益 

 

「棚ぼた金」に関する心理学と消費者行動の研究によると、人は、棚ぼた的に獲得したお金を軽率に使い、

快楽的な消費に散財する傾向を有している（Arkes, et al., 1994; Soster, Monga, and Bearden, 2010）。その傾向

の説明の 1 つは、その支出を容易に正当化できることにある。確かに、人は、快楽的消費を功利的消費よ
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り正当化するのが難しい悪徳として認識しており、快楽的消費にお金を使うことに罪の意識を感じることが

あるという（Lascu, 1991; Prelec and Loewenstein, 1998; Kivetz, 1999)。しかし、人は、本来自分の手元に無かっ

たはずのお金である「棚ぼた金」を、無償で獲得した利益として認識する可能性があり、「棚ぼた金」の支

出は、「損失の発生」ではなく、「利益の減少」として認識しうる（Thaler and Johnson, 1990）。 

Chung, et al.（2022）は、このような「棚ぼた金」の効果について、予期せず獲得した利益、いわば「棚

ぼた利益」であるという点で、「棚ぼた金」と共通している、予期せぬ自由時間を獲得した場合には、「棚ぼ

た金」を獲得した場合と同様に発生する可能性があると主張している。そして、彼らは、人が「棚ぼた金」

を無償で獲得した利益として認識することを踏まえると、人は、予期せぬ自由時間を、そうでなければ正当

化するのが難しい快楽的消費を行って過ごせる無償で獲得した利益として認識するであろうと主張してい

る。 

ここで重要な点は、Chung, et al.（2022）の主張が成り立つのが、自由時間を快楽的に消費することによっ

て、利益が減少すると認識される場合に限る、ということである。自由時間を快楽的に消費することによっ

て、損失が発生すると認識される場合には、人は、その消費を正当化することができず、むしろ、自由時間

を功利的に消費することを選択する可能性があるであろう。 

 

2－3. 同調行動 

 

人は、自分を取り巻く状況の変化に応じて、自身の考えや行動を変化させることがある。このような行動

の１つに、同調行動がある。同調行動に関する研究の嚆矢は、Asch（1956）の線分判断課題による実験であ

る。この実験は、一人で回答する際には間違うことがない課題に、回答者以外の多数派のサクラ達が明らか

に誤った判断を行った後、実験参加者が回答を述べるという手順で行われた。その結果、サクラ達が誤った

回答をした場合には、真の実験参加者の約 4 分の 1 が少なくとも 1 試行でサクラ達の誤った回答に同調し

た。 

Deutsch and Gerard（1955）は、同調行動が発生する原因である社会的影響を、規範的影響と情報的影

響に二分して説明している。ただし、規範的影響は、多数派から受け入れられたいという動機のことを指

し、情報的影響は、多数派からより正確な情報を得ようという動機のことを指すという。彼らによると、規

範的行動による同調行動は、多数派と異なることを恐れ、正しくありたいとする動機づけより、明らかに

誤っている多数派に同調しようとする動機づけを優先するように、人々を導いていると考えられている。要

するに、不利益を回避したいという動機に基づいて受けた社会的影響が、規範的影響である。一方、彼らに

よると、情報的影響による同調行動は、多数派からの情報を、真実性についての根拠として受け入れる行動

である。要するに、現実に即した、より妥当な反応を行いたいという動機に基づいて受けた社会的影響が、

情報的影響である。 

このように、人は、意思決定の際に他者の存在を認識した場合、不利益を回避したいという動機や、妥当

な反応を行いたいという動機から、多数派に同調した行動をとる。多数派に同調することによって、自身の

意思決定を、「不利益を回避し、妥当な反応を行うことのできる可能性の高い選択」であると正当化するこ

とも容易であろう。これらを踏まえると、多数派が自分と同様に自由時間を獲得した場合には、多数派から
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の影響を受けて、多数派と同じように自由時間を消費することを選択する可能性があるであろう。 

 

2－4. 最大化志向と満足化志向 

 

Schwartz, et al.（2002）は、複数の選択肢が提示されている意思決定の際に最良の選択を行おうとする最

大化志向と、満足のいく選択を行おうとする満足化志向に、意思決定スタイルを大別した。最大化志向は、

常に最高の結果を追求する意思決定スタイルであり、最高の結果を追求するために、意思決定過程におい

て、より多くの情報を集め、より多くの選択肢を考慮することを好む。意思決定に大きな労力をかけるた

め、より優れた意思決定を下している可能性が高いが、追求する理想も非常に高いため、必ずしも自身の下

した意思決定に満足し、正当化できるとは限らない。また、常に最高の結果を追求し、意思決定に大きな労

力をかけるために、計画性の面で秀でている可能性があるであろう。 

一方、満足化志向は、自身の下した意思決定が自身の持つ基準を最低限満たすことができるような選択肢

を選択するスタイルであり、最大化志向のように意思決定に大きな労力をかけることを好まない。意思決定

にあまり労力をかけず、追求する理想も高くないため、最大化志向と比べて、自分の選んだ選択肢と他の選

択肢を比較して、自身の選択を後悔することもない。むしろ、正当化することも容易であろう。そして、計

画性の面で最大化志向より劣っている可能性があるであろう。 

Chung, et al.（2022）は考慮していないが、上記の議論を踏まえると、自由時間を獲得した際、最大化志

向の人は、自身の意思決定を後悔しないために、自由時間を功利的に消費することを選択する一方、満足化

志向の人は、自身の意思決定を後悔することが少ないため、目先の快楽を優先し、自由時間を快楽的に消費

することを選択する可能性があるであろう。 

 

 

第 3章 仮説提唱 

 

3－1. 第 1の要因：自由時間が純増するか前倒しになるだけか 

 

第 1 章において議論したとおり、Chung, et al.（2022）は、重要な研究課題を残していると考えられうる。

その課題とは、意外性と自由時間の消費の仕方との適合性を媒介する変数に関して実証分析を殆ど行わな

かった、ということである。これらを考慮することによって、人が自由時間をいかに消費するかという意思

決定に対して影響を与えるより多くの要因を検討することができるであろう。 

まず、第 2－2 節において議論した、「棚ぼた利益」に関する知見を援用すると、自由時間を快楽的に消

費することを選択するのは、自由時間を快楽的に消費することによって、利益が減少すると認識でき、自身

の意思決定を正当化しやすい場合に限ると考えられる。つまり、自由時間が純増するか前倒しになるだけか

ということが、自由時間の使い方に対して影響を与え、純増した自由時間に関しては、その時間を快楽的に

消費することによって、利益が減少すると認識されるため、人は、快楽的消費を正当化しやすく、自由時間

を快楽的に消費することを選択する傾向が大きい一方、前倒しになった自由時間に関しては、その時間を快
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楽的に消費することによって、予期していた将来の自由時間が失われる、すなわち、損失が発生すると認識

されるため、人は、快楽的消費を正当化しにくく、自由時間を快楽的に消費することを避け、功利的に消費

することを選択する傾向が大きいと考えられるであろう。以上の議論より、次の仮説を提唱する。 

 

仮説 1a 自由時間が純増する場合には、自由時間を快楽的に消費することを選択する傾向が大きく、

自由時間が前倒しになる場合には、功利的に消費することを選択する傾向が大きい。 

仮説 1b 上記の効果は、正当化のしやすさによって媒介される。 

 

3－2. 第 2の要因：自分だけが自由時間を獲得するか他者も同様に獲得するか 

 

次に、第 2－3 節において議論した、同調行動に関する知見を援用すると、人は、自由時間の消費の仕方

について、他者が同じ状況に置かれていることを認識すると、多数派の選択と同じ選択をする可能性が高ま

ると考えられる。これは、多数派に同調することによって、自身の意思決定を、「不利益を回避し、より妥

当な反応をするための選択」であると正当化することができるためである。つまり、自分だけが自由時間を

獲得するか、他者も同じくに獲得するか、そして、多数派が自由時間をいかに消費しているのかということ

は、自由時間の消費の仕方に対して影響を与え、他者も同じく自由時間を獲得した場合には、不利益を回避

したいという動機や、妥当な反応を行いたいという動機から、同調行動が発生し、多数派が自由時間を快楽

的に消費することを選択していれば、自分だけが自由時間を獲得した場合に比して、自身も快楽的に消費す

ることを選択する傾向が大きく、多数派が功利的に消費することを選択していれば、自分だけが自由時間を

獲得した場合に比して、自身も功利的に消費することを選択する傾向が大きいと考えられるであろう。以上

の議論より、次の仮説を提唱する。 

 

仮説 2a 多数派が自由時間を快楽的に消費することを選択している場合、自分だけが自由時間を獲得

している場合、多数派が自由時間を功利的に消費することを選択している場合の順に、自由

時間を快楽的に消費することを選択する傾向が大きく、功利的に消費することを選択する傾

向が小さい。 

仮説 2b 上記の効果は、正当化のしやすさによって媒介される。 

 

3－3. 第 3の要因：最大化志向か満足化志向か 

 

続いて、第 2－4 節において議論した、最大化志向と満足化志向に関する知見を援用すると、最大化志向

の人は、自身の抱く理想を追求すると共に、自身の意思決定を後悔することも多いため、実用的な利益を獲

得と、その意思決定の正当化のしやすさを優先する。そして、計画性の低さが功利的消費を阻害することも

ない。そのため、自由時間を功利的に消費することを選択する傾向が大きいと考えられる。一方、満足化志

向の人は、最大化志向の人に比して、高い理想を抱いておらず、自身の意思決定を後悔することは少ないた

め、目先の快楽を優先する。また、計画性の低さが功利的消費を阻害する可能性もある。そのため、自由時
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間を快楽的に消費することを選択する傾向が大きいと考えられる。以上の議論より、次の仮説を提唱する。 

 

仮説 3a 満足化志向の場合には、自由時間を快楽的に消費することを選択する傾向が大きく、最大化

志向の場合には、功利的に消費することを選択する傾向が大きい。 

仮説 3b 上記の効果は、正当化のしやすさ、計画性によって媒介される。 

 

 

第 4章 実験 1：仮説 1の実証 

 

4－1. 実験の概要 

 

第 3 章において提唱した仮説群のうち、仮説 1 の経験的妥当性を吟味するために、消費者実験を実施し、

データ収集および実証分析を行った。被験者は、日本国内の大学生、男女 72 名であった（うち男性 52名、

女性 20名、年齢の中央値は 22 歳）。 

実験を始める前に、まず、Oppenheimer, Meyvis, and Davidenko（2009）に倣って、注意力チェックを

実施した。具体的には、「現代の意思決定理論の多くは、意思決定は真空状態で行われるものではないとい

う事実を認識しています。これは、個人の嗜好や知識が、状況変数とともに、意思決定プロセスに大きな影

響を与える可能性があるためです。本調査では、意思決定に関する研究を円滑にするために、意思決定者で

あるあなたについて特定の要素を知る必要があります。もしそうでなければ、指示の変更に依存する私の調

査のいくつかは効果がないことになってしまいます。そのため、あなたが指示を読んだことを証明するため

に、「あなたが日頃行っているスポーツはどれですか？」という設問と、その下の「回答を続ける」の選択

肢は無視してください。代わりに、この文章のすぐ下にある「スポーツへ参加」にチェックを入れて、次の

セクションに進んでください。」という項目を使用し、これに正しく回答できなかった被験者 10 名を、分

析から除外した。 

その後の実験の手続きは、以下のとおりであった。まず、被験者 62 名を、2 つのグループに無作為に分

類した。具体的には、自由時間が純増するグループ（以降、「純増グループ」。N ＝31）と、自由時間が前倒し

になるグループ（以降、「前倒しグループ」。N ＝31）であった。 

次に、純増グループにはシナリオ A を、前倒しグループにはシナリオ B をそれぞれ呈示した。なお、シ

ナリオの詳細は、次節に記載されるとおりである。 

そして、両グループの被験者全員に、自由時間をいかに消費することを選択するか測るための質問すなわ

ち「時間配分の合計が 240 分になるように、240 分を以下のカテゴリに分配してください。」（①自己啓発の

ために本を読んだり、勉強したりする、②他の仕事に関連した作業をする、③仕事のために他の従業員と会う、④余暇

のために本を読む、⑤楽しみやリラクゼーションのために時間を過ごす、⑥友人と会っておしゃべりしたり、遊んだり

する）という質問に回答するように依頼した。この質問は、Chung, et al.（2023）によって使用されていた

項目に準拠している。 

最後に、両グループの被験者全員に、快楽的消費の正当化のしやすさを測る質問に回答するように依頼し
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た。具体的には、「このような状況下で、自由時間を自分自身の楽しみや娯楽のために使うことは正当であ

る。」、「このような状況下で、自由時間を自分自身の楽しみや娯楽のために使うことに問題はない。」、「自分

（この場面設定における主人公）は、自由時間を自分自身の楽しみや娯楽のために使うにふさわしい。」、「この

ような状況下で、自由時間を自分自身の楽しみや娯楽のために使うことに罪悪感を抱く。」、および、「この

ような状況下で、自由時間を自分自身の楽しみや娯楽のために使うことの罪悪感を払拭できない。」という 

5 つの質問項目に対して、7 段階のリッカート尺度法（「1：全く同意しない」～「7：非常に同意する」）に従って

回答するように依頼した。回答データを収集した後、分析に際して 1 つの尺度として平均化した。実験に

用いた調査票は、補録 1 および補録 2 に掲載するとおりであった。 

 

4－2. シナリオの詳細 

 

前節第 4－1 節において言及したとおり、実験には 2 種類の異なるシナリオ、シナリオ A およびシナリオ

B を用いた。それぞれのシナリオの概要は、以下のとおりである。シナリオ A は、「仕事はかなり順調に進

んでおり、ほとんどのプロジェクトはスケジュール通りに進んでいます。サプライヤーから連絡があり、あ

なたに対して、あなたのプロジェクトに必要な情報を収集するのにもっと時間をほしいと言ってきていたの

で、あなたは 3 日後に 4 時間（半日）休暇を取ることにしました。その 4 時間（＝240分）をさまざまな方法

で過ごすことができると想像してください。」というシナリオであった。 

シナリオ B は、「仕事はかなり順調に進んでおり、ほとんどのプロジェクトはスケジュール通りに進んで

います。上司から連絡があり、あなたに対して、急遽別の予定が入ってしまったため、3 日後の午後に予定

されていた会議を 5 日後の午後に延期する、言ってきていたので、あなたは 3 日後に、4 時間（半日）休暇

を取ることにしていました。その 4 時間（＝240 分）をさまざまな方法で過ごすことができると想像してく

ださい。」というシナリオであった。 

 

4－3. マニピュレーション･チェック 

 

前節第 4－2 節において示した 2 種類のシナリオを読んだ被験者が、自由時間が純増したか前倒しになっ

たかを、本論の意図どおりに知覚しているかどうかを確認するために、マニピュレーション･チェックを実

施した。具体的には、「あなたは、自分自身が自由に使える時間の合計が増加したと感じましたか。」、「あな

たは、自由時間が純粋に増加したと感じましたか。」、および、「あなたは、自由時間が前倒しになっただけ

ではなく、増加したと感じましたか。」という 3 つの質問項目に対して、7 段階のリッカート尺度法（「1：

全く感じなかった」～「7：非常に感じた」）に従って回答するように被験者に依頼した。回答データを収集した

後、純増グループ（N ＝31）においては、これら 3 つの項目に対する回答の平均値が 4.00 以下である被験

者 4 名を、分析から除外した。一方、前倒しグループ（N ＝31）においては、これら 3 つの項目に対する回

答の平均値が 4.00 以上である被験者 5 名を、分析から除外した。 
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4－4. t検定 

 

純増グループの自由時間を快楽的に消費すること選択する傾向の大きさと、前倒しグループの自由時間

を快楽的に消費すること選択する傾向の大きさとの間に有意な差があるか否かについて t 検定を行った。 

純増グループの自由時間を快楽的に消費すること選択する傾向の大きさの平均値は、169.444（標準偏差

は 40.723）であった一方、前倒しグループの自由時間を快楽的に消費すること選択する傾向の大きさの平均

値は、133.731（標準偏差は 39.104）であり、前者の方が、後者に比して、高水準であった。そして、2 つの

グループの間の差異は、1％水準で有意であった(t ＝3.26, p ＜0.01)。以上の結果は、図表 1、および、図表 2

に要約されるとおりである。 

したがって、仮説 1a、すなわち「自由時間が純増する場合には、自由時間を快楽的に消費することを選

択する傾向が大きく、自由時間が前倒しになる場合には、功利的に消費することを選択する傾向が大きい。」

は、支持されたと言いうるであろう。 

 

図表 1 仮説 1 に関する t検定の結果・1 

 
自由時間が純増する 

グループの平均値 

（標準偏差） 

自由時間が前倒しになる 

グループの平均値 

（標準偏差） 
t 値 

自由時間を 

快楽的に消費す

ることを選択す

る傾向の大きさ 

169.44 

                                                 （40.72） 

133.73 

                        （39.10） 
      3.26***   

ただし、***は 1％水準で有意。 

 

図表 2 仮説 1 に関する t検定の結果・2

 

 

4－5. ブートストラップテスト 

 

続いて、自由時間が純増したか前倒しになったかが、人が自由時間をいかに消費するかという意思決定に

対して与える影響に対する、快楽的消費の正当化のしやすさの媒介効果を検討するために、ブートストラッ
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プテスト（ブートストラップ標本数：5,000）を行った。 

テストに先立ち、「正当化のしやすさ」に関して採用された測定尺度の信頼性および妥当性を判断するた

めの指標である因子負荷量、クロンバックの α係数、合成信頼性（SCR）、および、平均分散抽出度（AVE）

を算出した。各構成概念の因子負荷量は、0.805～0.959 という値を示しており、Bagozzi and Yi（1988）が

推奨する 0.500 以上という基準値を満たしていた。また、クロンバック α係数は 0.964 という値を示して

おり、Nunnally（1978）が推奨する 0.700 以上という基準値を満たしていた。また、SCR は 0.964 という

値を示しており、Bagozzi and Yi（1988）が推奨する 0.600 以上という基準値を満たしていた。そして、AVE

は 0.843 という値を示しており、Bagozzi and Yi（1988）が推奨する 0.500 以上という基準値を上回ってい

た。それゆえ、採用された測定尺度は、高い信頼性と妥当性を有していると言いうるであろう。 

 

図表 3 構成概念と測定尺度 

構成概念 測定尺度（因子負荷量） α係数 SCR AVE 

正当化の 

しやすさ 

X10: このような状況下で、自由時間を自分自身の楽しみや娯

楽のために使うことは正当である。(0.95) 

X20: このような状況下で、自由時間を自分自身の楽しみや娯

楽のために使うことに問題はない。(0.95) 

X30: 自分（この場面設定における主人公）は、自由時間を自分自

身の楽しみや娯楽のために使うにふさわしい。(0.96) 

X40: このような状況下で、自由時間を自分自身の楽しみや娯

楽のために使うことに罪悪感を抱く。(0.92) 

X50: このような状況下で、自由時間を自分自身の楽しみや娯

楽のために使うことの罪悪感を払拭できない。(0.80) 

0.96 0.96 0.84 

 

テストの結果、正当化のしやすさを介した間接効果は、CI：－47.837, －14.796であり、5％水準で有意で

あった。以上の結果は、図表 4に要約されるとおりである。 

したがって、自由時間が純増したか前倒しになったかは、確かに、快楽的消費の正当化のしやすさに差異

をもたらすことを介して、人が自由時間をいかに消費するかに差異をもたらしている、と言いうるであろ

う。以上より、仮説 1b「上記の効果は、正当化のしやすさによって媒介される。」は、支持された。 

 

図表 4 仮説 1 に関するブートストラップテストの結果

   

ただし、***は、1％水準で有意。 

－35.7137***→－5.4617 

24.6139*** －1.2291*** 

自由時間をいかに 

消費することを選択するか 
他者の存在 

正当化のしやすさ 
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第 5章 実験 2：仮説 2の実証 

 

5－1. 実験の概要 

 

第 3 章において提唱した仮説群のうち、仮説 2 の経験的妥当性を吟味するために、消費者実験を実施し、

データ収集および実証分析を行った。被験者は、日本国内の大学生、男女 93 名であった（うち男性 66名、

女性 27名、年齢の中央値は 21 歳）。 

実験を始める前に、まず、前章の実験と同様に、Oppenheimer, et al.（2009）に倣って、注意力チェック

を実施した。これに正しく回答できなかった被験者 18 名を、分析から除外した。 

その後の実験の手続きは、以下のとおりであった。まず、被験者 75 名を、3 グループに無作為に分類し

た。具体的には、多数派が自由時間を快楽的に消費することを選択しているグループ（以降、「多数派・快楽

的グループ」。N ＝25）と、自分だけが自由時間を獲得しているグループ（以降、「自分だけグループ」。N ＝25）、

それから、多数派が自由時間を功利的に消費することを選択しているグループ（以降、「多数派・功利的グルー

プ」。N ＝25）であった。 

次に、多数派・快楽的グループにはシナリオ C を、自分だけグループにはシナリオ D を、多数派・功利

的グループにはシナリオ E をそれぞれ呈示した。なお、シナリオの詳細は、次節に記載されるとおりであ

る。 

その後の手続きは、前章と同様である。両グループの被験者全員に、自由時間をいかに消費することを選

択するか測るための質問、および、快楽的消費の正当化のしやすさを測る質問に回答するように依頼した。

快楽的消費の正当化のしやすさを測る質問に関しては、回答データを収集した後、分析に際して 1 つの尺

度として平均化した。実験に用いた調査票は、補録 3、補録 4、および、補録 5 に掲載するとおりであった。 

 

5－2. シナリオの詳細 

 

前節第 5－1 節において言及したとおり、実験には 3 種類の異なるシナリオ、シナリオ C、シナリオ D、

および、シナリオ E を用いた。それぞれのシナリオの概要は、以下のとおりである。シナリオ C は、「仕事

はかなり順調に進んでおり、ほとんどのプロジェクトはスケジュール通りに進んでいます。サプライヤーか

ら連絡があり、あなたを含めたプロジェクトメンバーに対して、あなたのプロジェクトに必要な情報を収集

するのにもっと時間をほしいと言ってきていたので、あなたたちは 3 日後に 4 時間（半日）休暇を取ること

にしました。その 4 時間（＝240 分）をさまざまな方法で過ごすことができると想像してください。他のメ

ンバーたちは、友人と会って遊んだり、Netflix を観たりして過ごすつもりのようです。」というシナリオで

あった。 

シナリオ D は、「仕事はかなり順調に進んでおり、ほとんどのプロジェクトはスケジュール通りに進んで

います。サプライヤーから連絡があり、あなたに対して、あなたのプロジェクトに必要な情報を収集するの

にもっと時間をほしいと言ってきていたので、あなたは 3 日後に 4 時間（半日）休暇を取ることにしました。

その 4 時間（＝240 分）をさまざまな方法で過ごすことができると想像してください。」というシナリオで
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あった。 

シナリオ E は、「仕事はかなり順調に進んでおり、ほとんどのプロジェクトはスケジュール通りに進んで

います。サプライヤーから連絡があり、あなたを含めたプロジェクトメンバーに対して、あなたのプロジェ

クトに必要な情報を収集するのにもっと時間をほしいと言ってきていたので、あなたたちは 3 日後に 4 時

間（半日）休暇を取ることにしました。その 4 時間（＝240分）をさまざまな方法で過ごすことができると想

像してください。他のメンバーたちは、自己啓発のために本を読んだり、資格の勉強をしたりして過ごすつ

もりのようです。」というシナリオであった。 

 

5－3. マニピュレーション･チェック 

 

2 種類のマニピュレーション･チェックを実施した。一方において、前節第 5－2 節において示した 3 種

類のシナリオを読んだ被験者が、自分だけが自由時間を獲得したか、他者も同様に獲得したかを、本論の意

図どおりに知覚しているかどうかを確認するために、マニピュレーション･チェックを実施した。具体的に

は、「あなたと共に自由時間を得た人間がいると感じましたか。」という質問項目に対して、7段階のリッカー

ト尺度法（「1：全く感じなかった」～「7：非常に感じた」）に従って回答するように被験者に依頼した。回答デー

タを収集した後、多数派・快楽的グループ（N ＝25）、および、多数派・功利的グループ（N ＝25）において

は、この項目に対する回答の値が 4.00 以下である被験者 9 名を、分析から除外した。一方、自分だけグルー

プ（N ＝25）においては、この項目に対する回答の値が 4.00 以上である被験者 5 名を、分析から除外した。 

他方において、前節第 5－2 節において示した 3 種類のシナリオのうち、シナリオ C とシナリオ E を読

んだ被験者が、多数派が自由時間をいかに消費しているかを、本論の意図どおりに知覚しているかどうかを

確認するために、マニピュレーション･チェックを実施した。具体的には、「あなたと共に自由時間を得た人

はどのように過ごしていると感じますか。」（「1.頑張っている」～「7.楽しんでいる」）、および、「あなたと共に自

由時間を得た人はどのように過ごしていると感じますか。」（「1.実利のために過ごしている」～「7.快楽のために過

ごしている」）という質問項目に対して、7 段階のリッカート尺度法に従って回答するように被験者に依頼し

た。回答データを収集した後、多数派・快楽的グループ（N ＝25）においては、これら 2 つの項目に対する

回答の平均値が 4.00 以下である被験者を、多数派・功利的グループ（N ＝25）においては、これら 2 つの

項目に対する回答の平均値が 4.00 以上である被験者を、分析から除外することを試みたが、そのような被

験者は見られなかった。 

 

5－4. 多重比較検定 

 

多数派・快楽的グループ、自分だけグループ、および、多数派・功利的グループにおける自由時間を快楽

的に消費すること選択する傾向の大きさに対して、Tukey の多重比較検定を行った。 

まず、多数派・快楽的グループの自由時間を快楽的に消費することを選択する傾向の大きさの平均値は、

192.381（標準偏差は 51.469）であった。次に自分だけグループの自由時間を快楽的に消費することを選択す

る傾向の大きさの平均値は、160.000（標準偏差は 26.646）であった。そして、多数派・功利的グループの自
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由時間を快楽的に消費することを選択する傾向の大きさの平均値は、110.250（標準偏差は33.334）であった。

Tukey の多重比較検定を行ったところ、各グループの間の差異は、次のとおりであった。 

まず、多数派・快楽的グループと、自分だけグループの間において、平均値の差は、32.381 という値を

示し、5％水準で有意であった。次に、多数派・快楽的グループと、多数派・功利的グループの間において、

平均値の差は、82.131 という値を示し、1％水準で有意であった。そして、自分だけグループと多数派・功

利的グループの間において、平均値の差は、49.750 という値を示し、1％水準で有意であった。その結果は、

図表 5 および図表 6 に要約されるとおりであった。 

したがって、仮説 2a、すなわち、「多数派が自由時間を快楽的に消費することを選択している場合、自分

だけが自由時間を獲得している場合、多数派が自由時間を功利的に消費することを選択している場合の順

に、自由時間を快楽的に消費することを選択する傾向が大きく、快楽的に消費することを選択する傾向が小

さい。」は、支持されたと言いうるであろう。 

 

図表 5 仮説 2 に関する Tukey 多重比較検定の結果・1 

 平均値の差 

多数派・快楽的グループと、自分だけグループの間 32.38***  

多数派・快楽的グループと、多数派・功利的グループの間 82.13***  

自分だけグループと、多数派・功利的グループの間 49.75***  

ただし、***は、1％水準、**は、5％水準で有意。 

 

図表 6 仮説 2 に関する Tukey 多重比較検定の結果・2 

 

 

5－5. ブートストラップテスト 

 

続いて、自分と同時に自由時間を獲得した他者の存在が、人が自由時間をいかに消費するかという意思決

定に対して与える影響に対する、快楽的消費の正当化のしやすさの媒介効果を検討するために、ブートスト

ラップテスト（ブートストラップ標本数：5,000）を行った。 

テストに先立ち、「正当化のしやすさ」に関して採用された測定尺度の信頼性および妥当性を判断するた

めの指標である因子負荷量、クロンバックの α係数、合成信頼性（SCR）、および、平均分散抽出度（AVE）
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を算出した。各構成概念の因子負荷量は、0.660～0.849 という値を示しており、Bagozzi and Yi（1988）が

推奨する 0.500 以上という基準値を満たしていた。また、クロンバック α係数は 0.889 という値を示して

おり、Nunnally（1978）が推奨する 0.700 以上という基準値を満たしていた。また、SCR は 0.891 という

値を示しており、Bagozzi and Yi（1988）が推奨する 0.600 以上という基準値を満たしていた。そして、AVE

は 0.622 という値を示しており、Bagozzi and Yi（1988）が推奨する 0.500 以上という基準値を上回ってい

た。それゆえ、採用された測定尺度は、高い信頼性と妥当性を有していると言いうるであろう。 

 

図表 7 構成概念と測定尺度 

構成概念 測定尺度（因子負荷量） α係数 SCR AVE 

正当化の 

しやすさ 

X10: このような状況下で、自由時間を自分自身の楽しみや

娯楽のために使うことは正当である。(0.83) 

X20: このような状況下で、自由時間を自分自身の楽しみや娯

楽のために使うことに問題はない。(0.82) 

X30: 自分（この場面設定における主人公）は、自由時間を自分

自身の楽しみや娯楽のために使うにふさわしい。(0.77) 

X40: このような状況下で、自由時間を自分自身の楽しみや娯

楽のために使うことに罪悪感を抱く。(0.85) 

X50: このような状況下で、自由時間を自分自身の楽しみや娯

楽のために使うことの罪悪感を払拭できない。(0.66) 

0.89 0.89 0.62 

 

テストの結果、快楽的消費の正当化のしやすさを介した間接効果は、CI：－45.975, －15.483であり、5％

水準で有意であった。以上の結果は、図表 8に要約されるとおりである。 

したがって、自分と同時に自由時間を獲得した他者の存在は、確かに、快楽的消費の正当化のしやすさに

差異をもたらすことを介して、人が自由時間をいかに消費するかに差異をもたらしている、と言いうるであ

ろう。以上より、仮説 2b「上記の効果は、正当化のしやすさによって媒介される。」は、支持された。 

 

図表 8 仮説 2 に関するブートストラップテストの結果 

 

ただし、***は、1％水準で有意。 

 

 

37.3417*** －0.8428*** 

－40.9960***→－9.5244 
自由時間をいかに 

消費することを選択するか 
他者の存在 

正当化のしやすさ 
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第 6章 調査 1：仮説 3の実証 

 

6－1. 調査の概要 

 

第 3 章において提唱した仮説群のうち、仮説 3 の経験的妥当性を吟味するために、消費者データの収集

および実証分析を行った。参加者は、日本国内の大学生、男女 66 名であった（うち男性 50 名、女性 16 名、

年齢の中央値は 21歳）。 

調査を始める前に、まず、前前章および前章の実験と同様に、Oppenheimer, et al.（2009）に倣って、注

意力チェックを組み込んだ。これに正しく回答できなかった被験者 11 名を、分析から除外した。 

その後の調査の手続きは、以下のとおりであった。まず、参加者に、過去に獲得した自由時間をいかに消

費することを選択したかを測る質問（「ご自身に起きた出来事を思い出してご回答ください。私たちの日常生活では、

仕事や授業、余暇で予定していたスケジュールがキャンセルされたことによって、数分から数時間、自由時間が得られ

ることがあります。その際、あなたはその時間をどのように使いましたか。」、「その時得られた自由時間は何分でしたか。」、

および、「その自由時間すべてを 100としたとき、あなたが快楽的活動／功利的活動／その他の活動に費やした時間の割

合はいくつですか。」）に回答するように依頼した。これら質問は、Chung, et al.（2023）によって使用されて

いた項目に準拠している。 

次に、参加者に、快楽的消費の正当化のしやすさ、および、計画性の高さを測る質問に回答するように依

頼した。回答データを収集した後、分析に際してそれぞれ 1 つの尺度として平均化した。なお、正当化の

しやすさの測定尺度は、前前章および前章で使用した質問と同様であった。また、計画性の測定尺度は、徳

吉・岩崎（2014）によって使用された自己成長主導性を測る項目のうち、「計画性」に関する項目を使用し、

6 件法で回答するように依頼した。 

最後に、参加者に、参加者自身の最大化志向・満足化志向の度合を測る質問に回答するように依頼した。

回答データを収集した後、分析に際して 1 つの尺度として平均化した。なお、測定尺度は、磯部・久冨・

松井・宇井・髙橋・大庭・竹村（2008）によって開発された 16 の項目を使用し、5 件法での回答を求めた。

その上で、中央値折半法を用いて、平均値の差の値が中央値の 3.25 より大きい被験者を最大化志向グルー

プ（N ＝26）に、平均値の差の値が中央値の 3.25 以下である被験者を満足化志向グループ（N ＝29）に割り

当てた。調査に用いた調査票は、補録 6 に掲載するとおりであった。 

 

6－2. t検定 

 

満足化志向グループの自由時間を快楽的（／功利的）に消費すること選択する傾向の大きさと、最大化志

向グループの自由時間を快楽的（／功利的）に消費すること選択する傾向の大きさとの間に有意な差がある

か否かについて t 検定を行った。なお、本調査においてのみ、前前章および前章では行わなかった、自由時

間を功利的に消費することを選択する傾向の大きさについての分析を行っている。これは、本調査において

は、参加者に対して、自分が過去にした活動を、快楽的活動、ないし、功利的活動という 2 つの選択肢の

どちらかに振り分けることを強制せず、その他の活動、という第 3 の選択肢も併せて提供したためである。 



16 有田勝海「人は獲得した自由時間を功利的に消費するか快楽的に消費するか」  

検定に先立ち、各構成概念に関して採用された測定尺度の信頼性および妥当性を判断するための指標で

ある因子負荷量、クロンバックの α係数、合成信頼性（SCR）、および、平均分散抽出度（AVE）を算出した。

各構成概念の因子負荷量は、0.553～0.894 という値を示しており、Bagozzi and Yi（1988）が推奨する 0.500

以上という基準値を満たしていた。また、クロンバック α 係数は 0.913～0.923 という値を示しており、

Nunnally（1978）が推奨する 0.700 以上という基準値を満たしていた。また、SCR は 0.913～0.925という

値を示しており、Bagozzi and Yi（1988）が推奨する 0.600 以上という基準値を満たしていた。そして、AVE

は 0.571～0.611 という値を示しており、Bagozzi and Yi（1988）が推奨する 0.500 以上という基準値を上

回っていた。それゆえ、採用された測定尺度は、高い信頼性と妥当性を有していると言いうるであろう。 

 

図表 9 構成概念と測定尺度 

構成概念 測定尺度（因子負荷量） α係数 SCR AVE 

後悔 

X10: 何かを購入した後に、違うものにしていれば良かった

という事がよくある。(0.89) 

X2: 選ぶのに苦労した商品でも、買った後に後悔する事が

多い。(0.86) 

X3: 購入した商品が良かったとしても、「もっと良いものも

あっただろうに」と思ってしまうことが多い。(0.85) 

X4: くよくよ過去のことを悔やむほうだ。(0.65) 

X50: 過ぎてしまった事に対して、「こうすれば良かった」

などと考える事がよくある。(0.76) 

X6: 人生において、「あの時こうしておけば良かった」と強

く思うことが多い。(0.81) 

X7: ある商品を購入した際、より良い商品があった可能性

を考えて後悔する事がある。(0.81) 

X8:自分は優柔不断だと思う。(0.55) 

0.92 0.93 0.61 

追求者 

X9: 可能性がある限り、物事を追求する事に苦労は惜しま

ない。(0.84) 

X10: 何かの決断をする時は、ありとあらゆる選択肢を考え

てみる。(0.84) 

X11: 商品を選ぶ時は、つねに最良のものを選ぶようにして

いる。(0.65) 

X12: どんな趣味でも、きわめてみたくなり、没頭するタイ

プである。(0.82) 

X13: 一つのものを買うにも、他店と比べてみることが多い。

(0.78) 

X14: 新しい商品、流行の健康法など，つねに情報収集は欠

かさない。(0.71) 

X15: 買い物の時間や、商品を選ぶ時間が他人より長いと思

う。(0.65) 

X16: お気に入りのもの、タレント、歌手などはとことん追

求する。(0.73) 

0.91 0.91 0.57 

 

満足化志向グループの自由時間を快楽的に消費すること選択する傾向の大きさの平均値は、62.414（標準

偏差は 23.323）であった一方、最大化志向グループの自由時間を快楽的に消費すること選択する傾向の大き

さの平均値は、39.615（標準偏差は 26.379）であり、前者の方が、後者に比して、高水準であった。そして、

2 つのグループの間の差異は、1％水準で有意であった(t ＝3.38, p ＜0.01)。また、満足化志向グループの自由

時間を功利的に消費すること選択する傾向の大きさの平均値は、31.552（標準偏差は 22.894）であった一方、
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最大化志向グループの自由時間を功利的に消費すること選択する傾向の大きさの平均値は、45.192（標準偏

差は 36.730）であり、前者の方が、後者に比して、高水準であった。そして、2 つのグループの間の差異は、

5％水準で有意であった(t ＝－2.31, p ＜0.05)。以上の結果は、図表 10、図表 11、および、図表 12 に要約さ

れるとおりである。 

 

図表 10 仮説 3 に関する t検定の結果・1 

 
満足化志向 

グループの平均値 

（標準偏差） 

最大化志向 

グループの平均値 

（標準偏差） 
t 値 

自由時間を 

快楽的に消費す

ることを選択す

る傾向の大きさ 

62.41 

    （27.46） 

39.62 

   （26.38） 
3.38*** 

自由時間を 

功利的に消費す

ることを選択す

る傾向の大きさ 

31.55 

    （23.71） 
45.19 

    （21.83） 
－2.31*** 

ただし、***は 1％水準、**は 5％水準で有意。 

 

図表 11 仮説 3 に関する t検定の結果・2 

 

 

図表 12 仮説 3 に関する t検定の結果・3 
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したがって、仮説 3a、すなわち「満足化志向の場合には、自由時間を快楽的に消費することを選択する

傾向が大きく、最大化志向の場合には、功利的に消費することを選択する傾向が大きい。」は、支持された

と言いうるであろう。 

 

6－3. ブートストラップテスト 

 

続いて、最大化志向か満足化志向かが、人が自由時間をいかに消費するかという意思決定に対して与える

影響に対する、快楽的消費の正当化のしやすさ、および、計画性の媒介効果を検討するために、ブートスト

ラップテスト（ブートストラップ標本数：5,000）を行った。 

テストに先立ち、各構成概念に関して採用された測定尺度の信頼性および妥当性を判断するための指標

である因子負荷量、クロンバックの α係数、合成信頼性（SCR）、および、平均分散抽出度（AVE）を算出し

た。各構成概念の因子負荷量は、0.736～0.971 という値を示しており、Bagozzi and Yi（1988）が推奨する

0.500 以上という基準値を満たしていた。また、クロンバック α係数は 0.944～0.964 という値を示してお

り、Nunnally（1978）が推奨する 0.700 以上という基準値を満たしていた。また、SCR は 0.943～0.964 と

いう値を示しており、Bagozzi and Yi（1988）が推奨する 0.600 以上という基準値を満たしていた。そして、

AVE は 0.769～0.841 という値を示しており、Bagozzi and Yi（1988）が推奨する 0.500 以上という基準値

を上回っていた。それゆえ、採用された測定尺度は、高い信頼性と妥当性を有していると言いうるであろ

う。 

 

図表 13 構成概念と測定尺度 

構成概念 測定尺度（因子負荷量） α係数 SCR AVE 

正当化の 

しやすさ 

X1: このような状況下で、自由時間を自分自身の楽しみや

娯楽のために使うことは正当である。(0.95) 

X2: このような状況下で、自由時間を自分自身の楽しみや

娯楽のために使うことに問題はない。(0.97) 

X3: 自分は、自由時間を自分自身の楽しみや娯楽のために

使うにふさわしい。(0.89) 

X4: このような状況下で、自由時間を自分自身の楽しみや

娯楽のために使うことに罪悪感を抱く。(0.83) 

X5: このような状況下で、自由時間を自分自身の楽しみや

娯楽のために使うことの罪悪感を払拭できない。(0.74) 

0.94 0.94 0.77 

計画性 

X6: 自分自身を変えるために実現可能な目標をどのように

設定するかを知っている。(0.95) 

X7: 自分自身を変えるために実現可能な計画をどのように

立てるかを知っている。(0.93) 

X8: どのような段階を踏めば自分自身が求める変化を遂げ

られるかを知っている。(0.93) 

X9: 自分自身について変えたいと思う実現可能な目標を設

定している。(0.86) 

X10: 自分自身を変えようとしているとき，自分の成長に

あった実現可能な計画を立てる。(0.91) 

0.96 0.96 0.84 

 

その結果、最大化志向か満足化志向かが、人が自由時間を快楽的に消費することを選択するかに対して与
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える影響に対する、快楽的消費の正当化のしやすさを介した間接効果は、CI：－3.338, 5.770、計画性を介

した間接効果は、CI：－18.666, －0.587であり、5％水準で有意であった。以上の結果は、図表 14に要約さ

れるとおりである。 

 

図表 14 仮説 3 に関するブートストラップテストの結果・1 

  

ただし、***は、1％水準、**は、5％水準で有意。 

 

したがって、最大化志向か満足化志向かは、計画性に差異をもたらすことを介して、人が自由時間を快楽

的に消費することを選択するかに差異をもたらしている一方で、快楽的消費の正当化のしやすさに差異をも

たらすことを介して、人が自由時間を快楽的に消費することを選択するかに差異をもたらしているわけでは

ない、と言いうるであろう。 

また、最大化志向か満足化志向かが、人が自由時間を功利的に消費することを選択するかに対して与える

影響に対する、快楽的消費の正当化のしやすさを介した間接効果は、CI：－5.182, 2.405、計画性を介した

間接効果は、CI：0.749, 17.186であり、5％水準で有意であった。以上の結果は、図表 15に要約されるとお

りである。 

 

図表 15 仮説 3 に関するブートストラップテストの結果・2 

 

ただし、***は、1％水準、**は、5％水準で有意。 

－10.2128*** 

－4.6872** 

0.8005** 

－0.2531 

－22.7984***→－15.8088*** 

9.6527*** 0.8005** 

4.0013** －0.2531 

13.6406**→6.9258 

自由時間を快楽的に 

消費することを選択するか 

他者の存在 

正当化のしやすさ 

計画性 

自由時間を功利的に 

消費することを選択するか 

他者の存在 

正当化のしやすさ 

計画性 
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したがって、最大化志向か満足化志向かは、計画性に差異をもたらすことを介して、人が自由時間を功利

的に消費することを選択するかに差異をもたらしている一方で、快楽的消費の正当化のしやすさに差異をも

たらすことを介して、人が自由時間を快楽的に消費することを選択するかに差異をもたらしているわけでは

ない、と言いうるであろう。 

以上より、仮説 3b「上記の効果は、正当化のしやすさ、計画性によって媒介される。」は、部分的にしか

支持されなかったと言いうるであろう。 

 

 

第 7章 おわりに 

 

7－1. 学術的貢献 

 

本論は、次のような学術的貢献を成したと言いうるであろう。それは、既存研究が捨象した、意外性と自

由時間の消費の仕方との適合性を媒介しうる、快楽的消費の正当化のしやすさや、計画性という変数に着

目したことによって、それらを介して、人が自由時間をいかに消費するかという意思決定に対して影響を与

える多様な要因を見出したということである。具体的には、純増した自由時間や、快楽的に自由時間を消費

する他者の存在が、快楽的消費の正当化のしやすさに差異をもたらすことを介して、人が自由時間をいかに

消費するかに差異をもたらしているということを、新たに見出した。また、その人の意思決定スタイル（最

大化志向か満足化志向か）が、計画性に差異をもたらすことを介して、人が自由時間をいかに消費するかに差

異をもたらしているということを、新たに見出した。以上のような取り組みを通じて、本論は、人が自由時

間をいかに消費するかという意思決定に関する研究群に対して、実り豊かな貢献を成したと言いうるであろ

う。 

 

7－2. 実務的含意 

 

本論は、次のような実務的含意を内包している。第 1 に、本論は、人が自由時間を快楽的に消費するこ

とを促進するにはどのような手法が有効であるかということに関して、知見を提供したということである。

本論の知見によると、例えば、サービスプロバイダーやエンターテインメント企業のマーケティング部門の

担当者は、消費者が純増した自由時間を確保できるように支援することや、自由時間を使ってエンターテイ

ンメントコンテンツを楽しむ人々の姿を消費者に対して開示すること、あるいは、消費者の意思決定スタイ

ルを満足化志向に近づけることによって、消費者が快楽的な消費活動に抱く罪悪感を解消することができ

れば、消費者の快楽的な消費活動を促進することができるであろう。 

第 2 に、本論は、人が自由時間を功利的に消費することを促進するにはどのような手法が有効であるか

ということに関して、知見を提供したということである。本論の知見によると、例えば、企業の人事部門や

人材開発部門の担当者、トレーニーは、従業員が業務時間中に自由時間を獲得した際、その自由時間を、純

増した自由時間ではなく、前倒しになった自由時間にすぎないと認識させる工夫を成すべきである。その工
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夫は、従業員の功利的な活動を促進することを介して、従業員の自己成長や生産性の向上に繋がるであろ

う。また、従業員に対して、自己研鑽や生産性の向上に励んでいる他の従業員の存在を知らせることも効果

的であろう。それに加えて、従業員の意思決定スタイルを最大化志向に近づけることによって、従業員の功

利的な活動を促進することが可能であろう。 

 

7－3. 本論の限界 

 

本論は、以下に挙げられるような、いくつかの限界を残している。第 1 の限界は、本論の実証結果は、

予算および時間の節約のために、日本に住む少数の大学生から取得したデータから導き出されたという点

である。今後の研究においては、幅広い年齢、職業、文化的背景、および、社会的背景を持つ、多数の人を

対象にして実験を行うことによって、本論の分析結果の外的妥当性を吟味することが望まれるであろう。 

第 2 の限界は、本論の実証分析において、人が自由時間をいかに消費するかという意思決定に対して影

響を与えうる、統制すべき変数が他にも存在した可能性があるという点である。自由時間をいかに消費する

かという意思決定に対して、活動の重要度や緊急度、自由時間の長さ、経済的事情等が影響を与える可能性

が考えられる。今後の研究においては、自由時間が発生するさまざまな形態や、その人の置かれた状況を考

慮することを通じて、それらが自由時間をいかに消費するかという意思決定に対して与える影響をより精緻

に捉えうるであろう。 

 

7－4. 今後の研究課題 

 

本論は、次のような課題を今後の研究に残している。本論は、快楽的消費の正当化のしやすさや、計画性

という変数を介して、人が自由時間をいかに消費するかという意思決定に対して影響を与える多様な要因

を見出したが、自由時間をいかに消費するかという意思決定が、満足感や幸福感に対して与える影響につい

ては、研究の対象にしなかった。しかし、実務的な観点からみて、顧客満足度や従業員満足度を高めること

は非常に重要である。今後は、多様な要因に関して、それぞれの要因から自由時間をいかに消費するかとい

う意思決定を下した人が、どれほどの満足感や幸福感を得られるのかということについて探究するのも、有

意義であろう。 

以上のような課題を残してはいるものの、本論は、既存研究が捨象した媒介変数に着目し、それらを介し

て、人が自由時間をいかに消費するかという意思決定に対して影響を与えるさまざまなシチュエーションや

人の特性を新たに見出したという点において、同分野の研究群に対して、大きな貢献を成したとともに、実

務家に対しても、実り豊かで有意義な含意を提供したと言いうるであろう。 

 

（記） 本論の執筆に際して、お力添えくださった多くの方々に対して、この場を借りて感謝の意を表し

ます。慶應義塾大学商学部小野晃典先生は、私が仮説の案出に際して、他の同期生から遅れをとる

中、親身になって私の拙いアイデアに耳を傾け、貴重なご助言をくださいました。また、執筆作業の

段階でも、原稿が一面文字で埋め尽くされるほどの、丁寧なご指導を賜りました。お忙しい中、何度
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も私たちゼミ生のためにお時間を割き、温かいご指導をしてくださったことに対しまして、心から感

謝申し上げます。また、現役大学院生の先輩方や、昨年度ご卒業された大学院生や第 19 期生の先輩

方、同期の第 20 期生、そして、第 21 期生からも、本論を執筆する上で重要となった数多くのご助

言や、ご指導を賜りました。とりわけ、大学院生の北澤涼平さん（小野晃典研究会第 16期 OB）には、

テーマ設定から実証分析にいたるまで、非常に多くのお力添えをいただきました。いつも快くご相談

を引き受けてくださいまして、本当にありがとうございました。最後に、本論の執筆に関わってくだ

さった全ての方々に対しまして、厚く御礼申し上げます。誠にありがとうございました。 
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【
1
】
 

【
問

1
】

 

                     

【
問

2
】
 

           

【
問

3
】
 

         

次
の
ペ
ー
ジ
へ
お
進
み
く
だ
さ
い
。

 

 

あ
な
た
が
日
頃
行
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
は
ど
れ
で
す
か
。

 

現
代
の
意
思
決
定
理
論
の
多
く
は
、

 

「
意
思
決
定
は
真
空
状
態
で
行
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
」

 

と
い
う
事
実
を
認
識
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
個
人
の
嗜
好
や
知
識
が
、

 

状
況
変
数
と
と
も
に
、

 

意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
で
す
。

 

 本
調
査
で
は
、
意
思
決
定
に
関
す
る
研
究
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
、

 

意
思
決
定
者
で
あ
る
あ
な
た
に
つ
い
て
特
定
の
要
素
を
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

も
し
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
指
示
の
変
更
に
依
存
す
る
、

 

私
の
調
査
の
い
く
つ
か
は
効
果
が
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

 

 そ
の
た
め
、
あ
な
た
が
指
示
を
読
ん
だ
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
、
問

2
の
、

 

「
あ
な
た
が
日
頃
行
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
は
ど
れ
で
す
か
？
」
と
い
う
設
問
と
、

 

そ
の
下
に
あ
る
問

3
の
、
「
回
答
を
続
け
る
」
の
選
択
肢
は
無
視
し
て
く
だ
さ
い
。

 

代
わ
り
に
、
こ
の
文
章
の
上
に
あ
る
問

1
の
、

 

「
ス
ポ
ー
ツ
へ
参
加
」
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
て
、

 

次
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
進
ん
で
く
だ
さ
い
。

 

 よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

□
ス
ポ
ー
ツ
へ
参
加

 

□
回
答
を
続
け
る

 

□
ス
キ
ー

 

□
サ
ッ
カ
ー

 

□
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

 

□
ラ
ン
ニ
ン
グ

 

□
ホ
ッ
ケ
ー

 

□
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

 

□
水
泳

 

□
テ
ニ
ス

 

□
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

 

□
サ
イ
ク
リ
ン
グ

 

□
そ
の
他

 

□
日
頃
ス
ポ
ー
ツ
を
行
っ
て
い
な
い
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【
2
】
以
下
の
場
面
設
定
を
よ
く
読
ん
だ
上
で
、
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 

※
あ
な
た
は
「
会
社
員
」
と
い
う
設
定
で
す
。

 

        

【
問

1
】
上
記
の
場
面
設
定
を
踏
ま
え
て
、
以
下
の
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 

        

【
問

2
】
上
記
の
場
面
設
定
を
踏
ま
え
て
、
時
間
配
分
の
合
計
が

2
4
0
分
に
な
る
よ
う
に
、

2
4
0
分
を
以
下
の
カ
テ
ゴ
リ
に
分
配
し
て
く
だ
さ
い
。

 

            

次
の
ペ
ー
ジ
へ
お
進
み
く
だ
さ
い
。

 

あ
な
た
は
、
自
分
自
身
が
自
由
に
使
え
る
時
間
の
合
計
が
増
加
し
た
と
感
じ
ま

し
た
か
。

 
1

2
3

4
5

6
7

 

あ
な
た
は
、
自
由
時
間
が
純
粋
に
増
加
し
た
と
感
じ
ま
し
た
か
。

 
1

2
3

4
5

6
7

 

あ
な
た
は
、
自
由
時
間
が
前
倒
し
に
な
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
増
加
し
た
と
感

じ
ま
し
た
か
。

 
1

2
3

4
5

6
7

 

「
①
自
己
啓
発
の
た
め
に
本
を
読
ん
だ
り
、
勉
強
し
た
り
す
る
」
に
何
分
使
う
か

お
答
え
く
だ
さ
い
。

 
分

 

「
②
他
の
仕
事
に
関
連
し
た
作
業
を
す
る
」
に
何
分
使
う
か
お
答
え
く
だ
さ
い
。 

分
 

「
③
仕
事
の
た
め
に
他
の
従
業
員
と
会
う
」
に
何
分
使
う
か
お
答
え
く
だ
さ
い
。 

分
 

「
④
余
暇
の
た
め
に
本
を
読
む
」
に
何
分
使
う
か
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 
分

 

「
⑤
楽
し
み
や
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
時
間
を
過
ご
す
」
に
何
分
使
う
か

お
答
え
く
だ
さ
い
。

 
分

 

「
⑥
友
人
と
会
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
す
る
」
に
何
分
使
う
か
お

答
え
く
だ
さ
い
。

 
分

 

仕
事
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
に

進
ん
で
い
ま
す
。
あ
る
日
、
取
引
先
か
ら
連
絡
が
あ
り
、
あ
な
た
に
対
し
て
、

 

「
あ
な
た
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
必
要
な
情
報
を
収
集
す
る
の
に
も
っ
と
時
間
を
ほ
し
い
」

と
言
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
あ
な
た
は
、

3
日
後
に

4
時
間
（
半
日
）
休
暇
を

 

取
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の

4
時
間
（
＝

2
4
0
分
）
を
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
過
ご
す

 

こ
と
が
で
き
る
と
想
像
し
て
く
だ
さ
い
。

 

… 非 常 に 感 じ た  

 

 

 

 

 

… 全 く 感 じ な か っ た  1
2

3
4

5
6

7
 

次
の
質
問
に
つ
い
て
、「

1
：
全
く
感
じ
な
か
っ
た
」
～
「
7
：
非
常

に
感
じ
た
」
の
う
ち
、
最
も
当
て
は
ま
る

1
つ
の
番
号
を
選
択
し
て

〇
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

 

 

①
自
己
啓
発
の
た
め
に
本
を
読
ん
だ
り
、
勉
強
し
た
り
す
る

 

②
他
の
仕
事
に
関
連
し
た
作
業
を
す
る

 

③
仕
事
の
た
め
に
他
の
従
業
員
と
会
う

 

④
余
暇
の
た
め
に
本
を
読
む

 

⑤
楽
し
み
や
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
時
間
を
過
ご
す

 

⑥
友
人
と
会
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
す
る
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【
問

3
】
上
記
の
場
面
設
定
を
踏
ま
え
て
、
以
下
の
項
目
に
ど
の
程
度
同
意
で
き
る
か
お
答
え

く
だ
さ
い
。
 

      

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

       

                       

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
自
由
時
間
を
自
分
自
身
の
楽
し
み
や
娯
楽
の
た
め
に

使
う
こ
と
は
正
当
で
あ
る
。

 
1

2
3

4
5

6
7

 

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
自
由
時
間
を
自
分
自
身
の
楽
し
み
や
娯
楽
の
た
め
に

使
う
こ
と
は
問
題
な
い
。

 
1

2
3

4
5

6
7

 

自
分
（
こ
の
場
面
設
定
に
お
け
る
主
人
公
）
は
、
自
由
時
間
を
自
分
自
身
の
楽

し
み
や
娯
楽
の
た
め
に
使
う
に
ふ
さ
わ
し
い
。

 
1

2
3

4
5

6
7

 

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
自
由
時
間
を
自
分
自
身
の
楽
し
み
や
娯
楽
の
た
め
に

使
う
こ
と
に
罪
悪
感
を
感
じ
る
。

 
1

2
3

4
5

6
7

 

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
自
由
時
間
を
自
分
自
身
の
楽
し
み
や
娯
楽
の
た
め
に

使
う
こ
と
の
罪
悪
感
を
払
拭
で
き
な
い
。

 
1

2
3

4
5

6
7

 

… 非 常 に 同 意 す る  

 

 

 

 

 

… 全 く 同 意 し な い  1
2

3
4

5
6

7
 

次
の
質
問
に
つ
い
て
、「

1
：
全
く
同
意
し
な
い
」～

「
7
：
非
常
に

同
意
す
る
」
の
う
ち
、
最
も
当
て
は
ま
る

1
つ
の
番
号
を
選
択
し
て

〇
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
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調
査
票

1
－

B
 

 

自
由
時
間
の
使
い
方
に
関
す
る
消
費
者
意
識
調
査

 

          

          

【
0
】
あ
な
た
の
年
齢
と
性
別
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

                     

次
の
ペ
ー
ジ
へ
お
進
み
く
だ
さ
い
。

 

歳
 

男
 
・
 
女

 

補録 2 調査票 1－B：前倒しグループ 

＜
ご
挨
拶
＞

 

 慶
應
義
塾
大
学
商
学
部
小
野
晃
典
研
究
会
の
有
田
勝
海
と
申
し
ま
す
。

 

私
は
現
在
、
卒
業
論
文
を
執
筆
中
で
あ
り
、

 

そ
の
論
文
に
用
い
る
た
め
の
消
費
者
デ
ー
タ
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

 

 こ
の
調
査
は
、
純
粋
に
学
術
的
な
調
査
で
あ
り
、

 

特
定
の
営
利
企
業
に
利
す
る
こ
と
は

 決
し
て
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

 

ご
回
答
い
た
だ
い
た
内
容
は
統
計
的
方
法
に
よ
っ
て
処
理
い
た
し
ま
す
の
で
、

 

個
人
単
位
で
の
情
報
が
外
部
に
漏
え
い
す
る
こ
と
は
絶
対
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

  

  ご
多
忙
の
と
こ
ろ
大
変
恐
縮
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

 

上
記
の
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
し
て
、
本
調
査
へ
の
ご
協
力
の
程
、

 

何
卒
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

  

  

慶
應
義
塾
大
学
商
学
部

 
小
野
晃
典
研
究
会

  

第
2
0
期
 
有
田
勝
海
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【
1
】
 

【
問

1
】

 

                     

【
問

2
】
 

           

【
問

3
】
 

         

次
の
ペ
ー
ジ
へ
お
進
み
く
だ
さ
い
。

 

 

あ
な
た
が
日
頃
行
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
は
ど
れ
で
す
か
。

 

現
代
の
意
思
決
定
理
論
の
多
く
は
、

 

「
意
思
決
定
は
真
空
状
態
で
行
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
」

 

と
い
う
事
実
を
認
識
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
個
人
の
嗜
好
や
知
識
が
、

 

状
況
変
数
と
と
も
に
、

 

意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
で
す
。

 

 本
調
査
で
は
、
意
思
決
定
に
関
す
る
研
究
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
、

 

意
思
決
定
者
で
あ
る
あ
な
た
に
つ
い
て
特
定
の
要
素
を
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

も
し
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
指
示
の
変
更
に
依
存
す
る
、

 

私
の
調
査
の
い
く
つ
か
は
効
果
が
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

 

 そ
の
た
め
、
あ
な
た
が
指
示
を
読
ん
だ
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
、
問

2
の
、

 

「
あ
な
た
が
日
頃
行
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
は
ど
れ
で
す
か
？
」
と
い
う
設
問
と
、

 

そ
の
下
に
あ
る
問

3
の
、
「
回
答
を
続
け
る
」
の
選
択
肢
は
無
視
し
て
く
だ
さ
い
。

 

代
わ
り
に
、
こ
の
文
章
の
上
に
あ
る
問

1
の
、

 

「
ス
ポ
ー
ツ
へ
参
加
」
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
て
、

 

次
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
進
ん
で
く
だ
さ
い
。

 

 よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

□
ス
ポ
ー
ツ
へ
参
加

 

□
回
答
を
続
け
る

 

□
ス
キ
ー

 

□
サ
ッ
カ
ー

 

□
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

 

□
ラ
ン
ニ
ン
グ

 

□
ホ
ッ
ケ
ー

 

□
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

 

□
水
泳

 

□
テ
ニ
ス

 

□
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

 

□
サ
イ
ク
リ
ン
グ

 

□
そ
の
他

 

□
日
頃
ス
ポ
ー
ツ
を
行
っ
て
い
な
い
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【
2
】
以
下
の
場
面
設
定
を
よ
く
読
ん
だ
上
で
、
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 

※
あ
な
た
は
「
会
社
員
」
と
い
う
設
定
で
す
。

 

        

【
問

1
】
上
記
の
場
面
設
定
を
踏
ま
え
て
、
以
下
の
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 

        

【
問

2
】
上
記
の
場
面
設
定
を
踏
ま
え
て
、
時
間
配
分
の
合
計
が

2
4
0
分
に
な
る
よ
う
に
、

2
4
0
分
を
以
下
の
カ
テ
ゴ
リ
に
分
配
し
て
く
だ
さ
い
。

 

            

次
の
ペ
ー
ジ
へ
お
進
み
く
だ
さ
い
。

 

あ
な
た
は
、
自
分
自
身
が
自
由
に
使
え
る
時
間
の
合
計
が
増
加
し
た
と
感
じ
ま

し
た
か
。

 
1

2
3

4
5

6
7

 

あ
な
た
は
、
自
由
時
間
が
純
粋
に
増
加
し
た
と
感
じ
ま
し
た
か
。

 
1

2
3

4
5

6
7

 

あ
な
た
は
、
自
由
時
間
が
前
倒
し
に
な
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
増
加
し
た
と
感

じ
ま
し
た
か
。

 
1

2
3

4
5

6
7

 

「
①
自
己
啓
発
の
た
め
に
本
を
読
ん
だ
り
、
勉
強
し
た
り
す
る
」
に
何
分
使
う
か

お
答
え
く
だ
さ
い
。

 
分

 

「
②
他
の
仕
事
に
関
連
し
た
作
業
を
す
る
」
に
何
分
使
う
か
お
答
え
く
だ
さ
い
。 

分
 

「
③
仕
事
の
た
め
に
他
の
従
業
員
と
会
う
」
に
何
分
使
う
か
お
答
え
く
だ
さ
い
。 

分
 

「
④
余
暇
の
た
め
に
本
を
読
む
」
に
何
分
使
う
か
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 
分

 

「
⑤
楽
し
み
や
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
時
間
を
過
ご
す
」
に
何
分
使
う
か

お
答
え
く
だ
さ
い
。

 
分

 

「
⑥
友
人
と
会
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
す
る
」
に
何
分
使
う
か
お

答
え
く
だ
さ
い
。

 
分

 

仕
事
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
に

進
ん
で
い
ま
す
。
あ
る
日
、
上
司
か
ら
連
絡
が
あ
り
、
あ
な
た
に
対
し
て
、

 

「
急
遽
別
の
予
定
が
入
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、

3
日
後
の
午
後
に
予
定
さ
れ
て
い
た

 

会
議
を

5
日
後
の
午
後
に
延
期
す
る
」
と
言
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
あ
な
た
は
、

当
初
会
議
の
予
定
で
あ
っ
た
は
ず
が
空
白
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

3
日
後
に
、

 

4
時
間
（
半
日
）
休
暇
を
取
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の

4
時
間
（
＝

2
4
0
分
）
を

 

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
と
想
像
し
て
く
だ
さ
い
。

 

… 非 常 に 感 じ た  

 

 

 

 

 

… 全 く 感 じ な か っ た  1
2

3
4

5
6

7
 

次
の
質
問
に
つ
い
て
、「

1
：
全
く
感
じ
な
か
っ
た
」
～
「
7
：
非
常

に
感
じ
た
」
の
う
ち
、
最
も
当
て
は
ま
る

1
つ
の
番
号
を
選
択
し
て

〇
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

 

 

①
自
己
啓
発
の
た
め
に
本
を
読
ん
だ
り
、
勉
強
し
た
り
す
る

 

②
他
の
仕
事
に
関
連
し
た
作
業
を
す
る

 

③
仕
事
の
た
め
に
他
の
従
業
員
と
会
う

 

④
余
暇
の
た
め
に
本
を
読
む

 

⑤
楽
し
み
や
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
時
間
を
過
ご
す

 

⑥
友
人
と
会
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
す
る
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【
問

3
】
上
記
の
場
面
設
定
を
踏
ま
え
て
、
以
下
の
項
目
に
ど
の
程
度
同
意
で
き
る
か
お
答
え

く
だ
さ
い
。
 

      

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

       

                       

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
自
由
時
間
を
自
分
自
身
の
楽
し
み
や
娯
楽
の
た
め
に

使
う
こ
と
は
正
当
で
あ
る
。

 
1

2
3

4
5

6
7

 

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
自
由
時
間
を
自
分
自
身
の
楽
し
み
や
娯
楽
の
た
め
に

使
う
こ
と
は
問
題
な
い
。

 
1

2
3

4
5

6
7

 

自
分
（
こ
の
場
面
設
定
に
お
け
る
主
人
公
）
は
、
自
由
時
間
を
自
分
自
身
の
楽

し
み
や
娯
楽
の
た
め
に
使
う
に
ふ
さ
わ
し
い
。

 
1

2
3

4
5

6
7

 

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
自
由
時
間
を
自
分
自
身
の
楽
し
み
や
娯
楽
の
た
め
に

使
う
こ
と
に
罪
悪
感
を
感
じ
る
。

 
1

2
3

4
5

6
7

 

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
自
由
時
間
を
自
分
自
身
の
楽
し
み
や
娯
楽
の
た
め
に

使
う
こ
と
の
罪
悪
感
を
払
拭
で
き
な
い
。

 
1

2
3

4
5

6
7

 

… 非 常 に 同 意 す る  

 

 

 

 

 

… 全 く 同 意 し な い  1
2

3
4

5
6

7
 

次
の
質
問
に
つ
い
て
、「

1
：
全
く
同
意
し
な
い
」～

「
7
：
非
常
に

同
意
す
る
」
の
う
ち
、
最
も
当
て
は
ま
る

1
つ
の
番
号
を
選
択
し
て

〇
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
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調
査
票

2
－

A
 

 

自
由
時
間
の
使
い
方
に
関
す
る
消
費
者
意
識
調
査

 

          

          

【
0
】
あ
な
た
の
年
齢
と
性
別
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

                     

次
の
ペ
ー
ジ
へ
お
進
み
く
だ
さ
い
。

 

歳
 

男
 
・
 
女

 

補録 3 調査票 2－A：多数派・快楽的グループ 

＜
ご
挨
拶
＞

 

 慶
應
義
塾
大
学
商
学
部
小
野
晃
典
研
究
会
の
有
田
勝
海
と
申
し
ま
す
。

 

私
は
現
在
、
卒
業
論
文
を
執
筆
中
で
あ
り
、

 

そ
の
論
文
に
用
い
る
た
め
の
消
費
者
デ
ー
タ
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

 

 こ
の
調
査
は
、
純
粋
に
学
術
的
な
調
査
で
あ
り
、

 

特
定
の
営
利
企
業
に
利
す
る
こ
と
は

 決
し
て
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

 

ご
回
答
い
た
だ
い
た
内
容
は
統
計
的
方
法
に
よ
っ
て
処
理
い
た
し
ま
す
の
で
、

 

個
人
単
位
で
の
情
報
が
外
部
に
漏
え
い
す
る
こ
と
は
絶
対
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

  

  ご
多
忙
の
と
こ
ろ
大
変
恐
縮
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

 

上
記
の
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
し
て
、
本
調
査
へ
の
ご
協
力
の
程
、

 

何
卒
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

  

  

慶
應
義
塾
大
学
商
学
部

 
小
野
晃
典
研
究
会

  

第
2
0
期
 
有
田
勝
海
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【
1
】
 

【
問

1
】

 

                     

【
問

2
】
 

           

【
問

3
】
 

         

次
の
ペ
ー
ジ
へ
お
進
み
く
だ
さ
い
。

 

 

あ
な
た
が
日
頃
行
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
は
ど
れ
で
す
か
。

 

現
代
の
意
思
決
定
理
論
の
多
く
は
、

 

「
意
思
決
定
は
真
空
状
態
で
行
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
」

 

と
い
う
事
実
を
認
識
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
個
人
の
嗜
好
や
知
識
が
、

 

状
況
変
数
と
と
も
に
、

 

意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
で
す
。

 

 本
調
査
で
は
、
意
思
決
定
に
関
す
る
研
究
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
、

 

意
思
決
定
者
で
あ
る
あ
な
た
に
つ
い
て
特
定
の
要
素
を
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

も
し
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
指
示
の
変
更
に
依
存
す
る
、

 

私
の
調
査
の
い
く
つ
か
は
効
果
が
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

 

 そ
の
た
め
、
あ
な
た
が
指
示
を
読
ん
だ
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
、
問

2
の
、

 

「
あ
な
た
が
日
頃
行
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
は
ど
れ
で
す
か
？
」
と
い
う
設
問
と
、

 

そ
の
下
に
あ
る
問

3
の
、
「
回
答
を
続
け
る
」
の
選
択
肢
は
無
視
し
て
く
だ
さ
い
。

 

代
わ
り
に
、
こ
の
文
章
の
上
に
あ
る
問

1
の
、

 

「
ス
ポ
ー
ツ
へ
参
加
」
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
て
、

 

次
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
進
ん
で
く
だ
さ
い
。

 

 よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

□
ス
ポ
ー
ツ
へ
参
加

 

□
回
答
を
続
け
る

 

□
ス
キ
ー

 

□
サ
ッ
カ
ー

 

□
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

 

□
ラ
ン
ニ
ン
グ

 

□
ホ
ッ
ケ
ー

 

□
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

 

□
水
泳

 

□
テ
ニ
ス

 

□
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

 

□
サ
イ
ク
リ
ン
グ

 

□
そ
の
他

 

□
日
頃
ス
ポ
ー
ツ
を
行
っ
て
い
な
い
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【
2
】
以
下
の
場
面
設
定
を
よ
く
読
ん
だ
上
で
、
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 

※
あ
な
た
は
「
会
社
員
」
と
い
う
設
定
で
す
。

 

        

【
問

1
】
上
記
の
場
面
設
定
を
踏
ま
え
て
、
以
下
の
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 

          

【
問

2
】
上
記
の
場
面
設
定
を
踏
ま
え
て
、
以
下
の
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 

      

【
問

3
】
上
記
の
場
面
設
定
を
踏
ま
え
て
、
以
下
の
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 

           

次
の
ペ
ー
ジ
へ
お
進
み
く
だ
さ
い
。

 

あ
な
た
と
共
に
自
由
時
間
を
得
た
人
間
が
い
る
と
感
じ
ま
し
た
か
。

 
1

2
3

4
5

6
7

 

あ
な
た
と
共
に
自
由
時
間
を
得
た
人
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
る
と
感
じ
ま

す
か
。

 
1

2
3

4
5

6
7

 

あ
な
た
と
共
に
自
由
時
間
を
得
た
人
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
る
と
感
じ
ま

す
か
。

 
1

2
3

4
5

6
7

 

仕
事
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
に

進
ん
で
い
ま
す
。
あ
る
日
、
取
引
先
か
ら
連
絡
が
あ
り
、
あ
な
た
を
含
め
た

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
に
対
し
て
、「

あ
な
た
た
ち
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
必
要
な
情
報

を
収
集
す
る
の
に
も
っ
と
時
間
を
ほ
し
い
」
と
言
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

 

あ
な
た
た
ち
は
、

3
日
後
に

4
時
間
（
半
日
）
休
暇
を
取
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

 

そ
の

4
時
間
（
＝

2
4
0
分
）
を
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
と

 

想
像
し
て
く
だ
さ
い
。
他
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
、
友
人
と
会
っ
て
遊
ん
だ
り
、

 

N
e
tf

li
x
を
観
た
り
し
て
過
ご
す
つ
も
り
の
よ
う
で
す
。

 

 

… 非 常 に 感 じ た  

 

 

 

 

 

… 全 く 感 じ な か っ た  1
2

3
4

5
6

7
 

次
の
質
問
に
つ
い
て
、「

1
：
全
く
感
じ
な
か
っ
た
」
～
「
7
：
非
常

に
感
じ
た
」
の
う
ち
、
最
も
当
て
は
ま
る

1
つ
の
番
号
を
選
択
し
て

〇
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

 

 

… 楽 し ん で い る  

 

 

 

 

 

… 頑 張 っ て い る  1
2

3
4

5
6

7
 

次
の
質
問
に
つ
い
て
、「

1
：
頑
張
っ
て
い
る
」～

「
7
：
楽
し
ん
で

い
る
」
の
う
ち
、
最
も
当
て
は
ま
る

1
つ
の
番
号
を
選
択
し
て
〇
を

付
け
て
く
だ
さ
い
。

 

 

… 快 楽 の た め に 過 ご し て い る  

 

 

 

 

 

… 実 利 の た め に 過 ご し て い る  1
2

3
4

5
6

7
 

次
の
質
問
に
つ
い
て
、
「

1
：
実
利
の
た
め
に
過
ご
し
て
い
る
」～

「7
：
快
楽
の
た
め
に
過
ご
し
て
い
る
」
の
う
ち
、
最
も
当
て
は
ま
る

1
つ
の
番
号
を
選
択
し
て
〇
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
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【
問

4
】
上
記
の
場
面
設
定
を
踏
ま
え
て
、
時
間
配
分
の
合
計
が

2
4
0
分
に
な
る
よ
う
に
、

2
4
0
分
を
以
下
の
カ
テ
ゴ
リ
に
分
配
し
て
く
だ
さ
い
。

 

             

【
問

5
】
上
記
の
場
面
設
定
を
踏
ま
え
て
、
以
下
の
項
目
に
ど
の
程
度
同
意
で
き
る
か
お
答
え

く
だ
さ
い
。
 

      

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

       

「
①
自
己
啓
発
の
た
め
に
本
を
読
ん
だ
り
、
勉
強
し
た
り
す
る
」
に
何
分
使
う
か

お
答
え
く
だ
さ
い
。

 
分

 

「
②
他
の
仕
事
に
関
連
し
た
作
業
を
す
る
」
に
何
分
使
う
か
お
答
え
く
だ
さ
い
。 

分
 

「
③
仕
事
の
た
め
に
他
の
従
業
員
と
会
う
」
に
何
分
使
う
か
お
答
え
く
だ
さ
い
。 

分
 

「
④
余
暇
の
た
め
に
本
を
読
む
」
に
何
分
使
う
か
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 
分

 

「
⑤
楽
し
み
や
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
時
間
を
過
ご
す
」
に
何
分
使
う
か

お
答
え
く
だ
さ
い
。

 
分

 

「
⑥
友
人
と
会
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
す
る
」
に
何
分
使
う
か
お

答
え
く
だ
さ
い
。

 
分

 

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
自
由
時
間
を
自
分
自
身
の
楽
し
み
や
娯
楽
の
た
め
に

使
う
こ
と
は
正
当
で
あ
る
。

 
1

2
3

4
5

6
7

 

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
自
由
時
間
を
自
分
自
身
の
楽
し
み
や
娯
楽
の
た
め
に

使
う
こ
と
は
問
題
な
い
。

 
1

2
3

4
5

6
7

 

自
分
（
こ
の
場
面
設
定
に
お
け
る
主
人
公
）
は
、
自
由
時
間
を
自
分
自
身
の
楽

し
み
や
娯
楽
の
た
め
に
使
う
に
ふ
さ
わ
し
い
。

 
1

2
3

4
5

6
7

 

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
自
由
時
間
を
自
分
自
身
の
楽
し
み
や
娯
楽
の
た
め
に

使
う
こ
と
に
罪
悪
感
を
感
じ
る
。

 
1

2
3

4
5

6
7

 

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
自
由
時
間
を
自
分
自
身
の
楽
し
み
や
娯
楽
の
た
め
に

使
う
こ
と
の
罪
悪
感
を
払
拭
で
き
な
い
。

 
1

2
3

4
5

6
7

 

①
自
己
啓
発
の
た
め
に
本
を
読
ん
だ
り
、
勉
強
し
た
り
す
る

 

②
他
の
仕
事
に
関
連
し
た
作
業
を
す
る

 

③
仕
事
の
た
め
に
他
の
従
業
員
と
会
う

 

④
余
暇
の
た
め
に
本
を
読
む

 

⑤
楽
し
み
や
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
時
間
を
過
ご
す

 

⑥
友
人
と
会
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
す
る

 

 

 

… 非 常 に 同 意 す る  

 

 

 

 

 

… 全 く 同 意 し な い  1
2

3
4

5
6

7
 

次
の
質
問
に
つ
い
て
、「

1
：
全
く
同
意
し
な
い
」～

「7
：
非
常
に

同
意
す
る
」
の
う
ち
、
最
も
当
て
は
ま
る

1
つ
の
番
号
を
選
択
し
て

〇
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
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調
査
票

2
－

B
 

 

自
由
時
間
の
使
い
方
に
関
す
る
消
費
者
意
識
調
査

 

          

          

【
0
】
あ
な
た
の
年
齢
と
性
別
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

                     

次
の
ペ
ー
ジ
へ
お
進
み
く
だ
さ
い
。

 

歳
 

男
 
・
 
女

 

補録 4 調査票 2－B：自分だけグループ 

＜
ご
挨
拶
＞

 

 慶
應
義
塾
大
学
商
学
部
小
野
晃
典
研
究
会
の
有
田
勝
海
と
申
し
ま
す
。

 

私
は
現
在
、
卒
業
論
文
を
執
筆
中
で
あ
り
、

 

そ
の
論
文
に
用
い
る
た
め
の
消
費
者
デ
ー
タ
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

 

 こ
の
調
査
は
、
純
粋
に
学
術
的
な
調
査
で
あ
り
、

 

特
定
の
営
利
企
業
に
利
す
る
こ
と
は

 決
し
て
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

 

ご
回
答
い
た
だ
い
た
内
容
は
統
計
的
方
法
に
よ
っ
て
処
理
い
た
し
ま
す
の
で
、

 

個
人
単
位
で
の
情
報
が
外
部
に
漏
え
い
す
る
こ
と
は
絶
対
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

  

  ご
多
忙
の
と
こ
ろ
大
変
恐
縮
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

 

上
記
の
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
し
て
、
本
調
査
へ
の
ご
協
力
の
程
、

 

何
卒
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

  

  

慶
應
義
塾
大
学
商
学
部

 
小
野
晃
典
研
究
会

  

第
2
0
期
 
有
田
勝
海
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【
1
】
 

【
問

1
】

 

                     

【
問

2
】
 

           

【
問

3
】
 

         

次
の
ペ
ー
ジ
へ
お
進
み
く
だ
さ
い
。

 

 

あ
な
た
が
日
頃
行
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
は
ど
れ
で
す
か
。

 

現
代
の
意
思
決
定
理
論
の
多
く
は
、

 

「
意
思
決
定
は
真
空
状
態
で
行
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
」

 

と
い
う
事
実
を
認
識
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
個
人
の
嗜
好
や
知
識
が
、

 

状
況
変
数
と
と
も
に
、

 

意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
で
す
。

 

 本
調
査
で
は
、
意
思
決
定
に
関
す
る
研
究
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
、

 

意
思
決
定
者
で
あ
る
あ
な
た
に
つ
い
て
特
定
の
要
素
を
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

も
し
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
指
示
の
変
更
に
依
存
す
る
、

 

私
の
調
査
の
い
く
つ
か
は
効
果
が
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

 

 そ
の
た
め
、
あ
な
た
が
指
示
を
読
ん
だ
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
、
問

2
の
、

 

「
あ
な
た
が
日
頃
行
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
は
ど
れ
で
す
か
？
」
と
い
う
設
問
と
、

 

そ
の
下
に
あ
る
問

3
の
、
「
回
答
を
続
け
る
」
の
選
択
肢
は
無
視
し
て
く
だ
さ
い
。

 

代
わ
り
に
、
こ
の
文
章
の
上
に
あ
る
問

1
の
、

 

「
ス
ポ
ー
ツ
へ
参
加
」
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
て
、

 

次
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
進
ん
で
く
だ
さ
い
。

 

 よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

□
ス
ポ
ー
ツ
へ
参
加

 

□
回
答
を
続
け
る

 

□
ス
キ
ー

 

□
サ
ッ
カ
ー

 

□
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

 

□
ラ
ン
ニ
ン
グ

 

□
ホ
ッ
ケ
ー

 

□
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

 

□
水
泳

 

□
テ
ニ
ス

 

□
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

 

□
サ
イ
ク
リ
ン
グ

 

□
そ
の
他

 

□
日
頃
ス
ポ
ー
ツ
を
行
っ
て
い
な
い
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【
2
】
以
下
の
場
面
設
定
を
よ
く
読
ん
だ
上
で
、
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 

※
あ
な
た
は
「
会
社
員
」
と
い
う
設
定
で
す
。

 

       

【
問

1
】
上
記
の
場
面
設
定
を
踏
ま
え
て
、
以
下
の
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 

          

【
問

2
】
上
記
の
場
面
設
定
を
踏
ま
え
て
、
時
間
配
分
の
合
計
が

2
4
0
分
に
な
る
よ
う
に
、

2
4
0
分
を
以
下
の
カ
テ
ゴ
リ
に
分
配
し
て
く
だ
さ
い
。

 

           

次
の
ペ
ー
ジ
へ
お
進
み
く
だ
さ
い
。

 

あ
な
た
と
共
に
自
由
時
間
を
得
た
人
間
が
い
る
と
感
じ
ま
し
た
か
。

 
1

2
3

4
5

6
7

 

「
①
自
己
啓
発
の
た
め
に
本
を
読
ん
だ
り
、
勉
強
し
た
り
す
る
」
に
何
分
使
う
か

お
答
え
く
だ
さ
い
。

 
分

 

「
②
他
の
仕
事
に
関
連
し
た
作
業
を
す
る
」
に
何
分
使
う
か
お
答
え
く
だ
さ
い
。 

分
 

「
③
仕
事
の
た
め
に
他
の
従
業
員
と
会
う
」
に
何
分
使
う
か
お
答
え
く
だ
さ
い
。 

分
 

「
④
余
暇
の
た
め
に
本
を
読
む
」
に
何
分
使
う
か
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 
分

 

「
⑤
楽
し
み
や
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
時
間
を
過
ご
す
」
に
何
分
使
う
か

お
答
え
く
だ
さ
い
。

 
分

 

「
⑥
友
人
と
会
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
す
る
」
に
何
分
使
う
か
お

答
え
く
だ
さ
い
。

 
分

 

仕
事
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
に

進
ん
で
い
ま
す
。
あ
る
日
、
取
引
先
か
ら
連
絡
が
あ
り
、
あ
な
た
に
対
し
て
、

 

「
あ
な
た
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
必
要
な
情
報
を
収
集
す
る
の
に
も
っ
と
時
間
を
ほ
し
い
」

と
言
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
あ
な
た
は
、

3
日
後
に

4
時
間
（
半
日
）
休
暇
を

 

取
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の

4
時
間
（
＝

2
4
0
分
）
を
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
過
ご
す

 

こ
と
が
で
き
る
と
想
像
し
て
く
だ
さ
い
。

 

 

… 非 常 に 感 じ た  

 

 

 

 

 

… 全 く 感 じ な か っ た  1
2

3
4

5
6

7
 

次
の
質
問
に
つ
い
て
、「

1
：
全
く
感
じ
な
か
っ
た
」
～
「
7
：
非
常

に
感
じ
た
」
の
う
ち
、
最
も
当
て
は
ま
る

1
つ
の
番
号
を
選
択
し
て

〇
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

 

 

①
自
己
啓
発
の
た
め
に
本
を
読
ん
だ
り
、
勉
強
し
た
り
す
る

 

②
他
の
仕
事
に
関
連
し
た
作
業
を
す
る

 

③
仕
事
の
た
め
に
他
の
従
業
員
と
会
う

 

④
余
暇
の
た
め
に
本
を
読
む

 

⑤
楽
し
み
や
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
時
間
を
過
ご
す

 

⑥
友
人
と
会
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
す
る
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【
問

3
】
上
記
の
場
面
設
定
を
踏
ま
え
て
、
以
下
の
項
目
に
ど
の
程
度
同
意
で
き
る
か
お
答
え

く
だ
さ
い
。
 

      

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

      

 

                      

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
自
由
時
間
を
自
分
自
身
の
楽
し
み
や
娯
楽
の
た
め
に

使
う
こ
と
は
正
当
で
あ
る
。

 
1

2
3

4
5

6
7

 

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
自
由
時
間
を
自
分
自
身
の
楽
し
み
や
娯
楽
の
た
め
に

使
う
こ
と
は
問
題
な
い
。

 
1

2
3

4
5

6
7

 

自
分
（
こ
の
場
面
設
定
に
お
け
る
主
人
公
）
は
、
自
由
時
間
を
自
分
自
身
の
楽

し
み
や
娯
楽
の
た
め
に
使
う
に
ふ
さ
わ
し
い
。

 
1

2
3

4
5

6
7

 

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
自
由
時
間
を
自
分
自
身
の
楽
し
み
や
娯
楽
の
た
め
に

使
う
こ
と
に
罪
悪
感
を
感
じ
る
。

 
1

2
3

4
5

6
7

 

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
自
由
時
間
を
自
分
自
身
の
楽
し
み
や
娯
楽
の
た
め
に

使
う
こ
と
の
罪
悪
感
を
払
拭
で
き
な
い
。

 
1

2
3

4
5

6
7

 

… 非 常 に 同 意 す る  

 

 

 

 

 

… 全 く 同 意 し な い  1
2

3
4

5
6

7
 

次
の
質
問
に
つ
い
て
、「

1
：
全
く
同
意
し
な
い
」～

「
7
：
非
常
に

同
意
す
る
」
の
う
ち
、
最
も
当
て
は
ま
る

1
つ
の
番
号
を
選
択
し
て

〇
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
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調
査
票

2
－

C
 

 

自
由
時
間
の
使
い
方
に
関
す
る
消
費
者
意
識
調
査

 

          

          

【
0
】
あ
な
た
の
年
齢
と
性
別
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

                     

次
の
ペ
ー
ジ
へ
お
進
み
く
だ
さ
い
。

 

歳
 

男
 
・
 
女

 

補録 5 調査票 2－C：多数派・功利的グループ 

＜
ご
挨
拶
＞

 

 慶
應
義
塾
大
学
商
学
部
小
野
晃
典
研
究
会
の
有
田
勝
海
と
申
し
ま
す
。

 

私
は
現
在
、
卒
業
論
文
を
執
筆
中
で
あ
り
、

 

そ
の
論
文
に
用
い
る
た
め
の
消
費
者
デ
ー
タ
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

 

 こ
の
調
査
は
、
純
粋
に
学
術
的
な
調
査
で
あ
り
、

 

特
定
の
営
利
企
業
に
利
す
る
こ
と
は

 決
し
て
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

 

ご
回
答
い
た
だ
い
た
内
容
は
統
計
的
方
法
に
よ
っ
て
処
理
い
た
し
ま
す
の
で
、

 

個
人
単
位
で
の
情
報
が
外
部
に
漏
え
い
す
る
こ
と
は
絶
対
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

  

  ご
多
忙
の
と
こ
ろ
大
変
恐
縮
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

 

上
記
の
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
し
て
、
本
調
査
へ
の
ご
協
力
の
程
、

 

何
卒
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

  

  

慶
應
義
塾
大
学
商
学
部

 
小
野
晃
典
研
究
会

  

第
2
0
期
 
有
田
勝
海
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【
1
】
 

【
問

1
】

 

                     

【
問

2
】
 

           

【
問

3
】
 

         

次
の
ペ
ー
ジ
へ
お
進
み
く
だ
さ
い
。

 

 

あ
な
た
が
日
頃
行
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
は
ど
れ
で
す
か
。

 

現
代
の
意
思
決
定
理
論
の
多
く
は
、

 

「
意
思
決
定
は
真
空
状
態
で
行
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
」

 

と
い
う
事
実
を
認
識
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
個
人
の
嗜
好
や
知
識
が
、

 

状
況
変
数
と
と
も
に
、

 

意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
で
す
。

 

 本
調
査
で
は
、
意
思
決
定
に
関
す
る
研
究
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
、

 

意
思
決
定
者
で
あ
る
あ
な
た
に
つ
い
て
特
定
の
要
素
を
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

も
し
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
指
示
の
変
更
に
依
存
す
る
、

 

私
の
調
査
の
い
く
つ
か
は
効
果
が
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

 

 そ
の
た
め
、
あ
な
た
が
指
示
を
読
ん
だ
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
、
問

2
の
、

 

「
あ
な
た
が
日
頃
行
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
は
ど
れ
で
す
か
？
」
と
い
う
設
問
と
、

 

そ
の
下
に
あ
る
問

3
の
、
「
回
答
を
続
け
る
」
の
選
択
肢
は
無
視
し
て
く
だ
さ
い
。

 

代
わ
り
に
、
こ
の
文
章
の
上
に
あ
る
問

1
の
、

 

「
ス
ポ
ー
ツ
へ
参
加
」
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
て
、

 

次
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
進
ん
で
く
だ
さ
い
。

 

 よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

□
ス
ポ
ー
ツ
へ
参
加

 

□
回
答
を
続
け
る

 

□
ス
キ
ー

 

□
サ
ッ
カ
ー

 

□
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

 

□
ラ
ン
ニ
ン
グ

 

□
ホ
ッ
ケ
ー

 

□
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

 

□
水
泳

 

□
テ
ニ
ス

 

□
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

 

□
サ
イ
ク
リ
ン
グ

 

□
そ
の
他

 

□
日
頃
ス
ポ
ー
ツ
を
行
っ
て
い
な
い
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【
2
】
以
下
の
場
面
設
定
を
よ
く
読
ん
だ
上
で
、
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 

※
あ
な
た
は
「
会
社
員
」
と
い
う
設
定
で
す
。

 

        

【
問

1
】
上
記
の
場
面
設
定
を
踏
ま
え
て
、
以
下
の
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 

          

【
問

2
】
上
記
の
場
面
設
定
を
踏
ま
え
て
、
以
下
の
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 

      

【
問

3
】
上
記
の
場
面
設
定
を
踏
ま
え
て
、
以
下
の
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 

           

次
の
ペ
ー
ジ
へ
お
進
み
く
だ
さ
い
。

 

あ
な
た
と
共
に
自
由
時
間
を
得
た
人
間
が
い
る
と
感
じ
ま
し
た
か
。

 
1

2
3

4
5

6
7

 

あ
な
た
と
共
に
自
由
時
間
を
得
た
人
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
る
と
感
じ
ま

す
か
。

 
1

2
3

4
5

6
7

 

あ
な
た
と
共
に
自
由
時
間
を
得
た
人
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
る
と
感
じ
ま

す
か
。

 
1

2
3

4
5

6
7

 

仕
事
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
ほ
と
ん
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
に

進
ん
で
い
ま
す
。
あ
る
日
、
取
引
先
か
ら
連
絡
が
あ
り
、
あ
な
た
を
含
め
た

 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
に
対
し
て
、「

あ
な
た
た
ち
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
必
要
な
情
報

を
収
集
す
る
の
に
も
っ
と
時
間
を
ほ
し
い
」
と
言
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

 

あ
な
た
た
ち
は
、

3
日
後
に

4
時
間
（
半
日
）
休
暇
を
取
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

 

そ
の

4
時
間
（
＝

2
4
0
分
）
を
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
と

 

想
像
し
て
く
だ
さ
い
。
他
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
、
自
己
啓
発
の
た
め
に
本
を
読
ん
だ
り
、

資
格
の
勉
強
を
し
た
り
し
て
過
ご
す
つ
も
り
の
よ
う
で
す
。

 

 

… 非 常 に 感 じ た  

 

 

 

 

 

… 全 く 感 じ な か っ た  1
2

3
4

5
6

7
 

次
の
質
問
に
つ
い
て
、「

1
：
全
く
感
じ
な
か
っ
た
」
～
「
7
：
非
常

に
感
じ
た
」
の
う
ち
、
最
も
当
て
は
ま
る

1
つ
の
番
号
を
選
択
し
て

〇
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

 

 

… 楽 し ん で い る  

 

 

 

 

 

… 頑 張 っ て い る  1
2

3
4

5
6

7
 

次
の
質
問
に
つ
い
て
、「

1
：
頑
張
っ
て
い
る
」～

「
7
：
楽
し
ん
で

い
る
」
の
う
ち
、
最
も
当
て
は
ま
る

1
つ
の
番
号
を
選
択
し
て
〇
を

付
け
て
く
だ
さ
い
。

 

 

… 快 楽 の た め に 過 ご し て い る  

 

 

 

 

 

… 実 利 の た め に 過 ご し て い る  1
2

3
4

5
6

7
 

次
の
質
問
に
つ
い
て
、
「

1
：
実
利
の
た
め
に
過
ご
し
て
い
る
」～

「7
：
快
楽
の
た
め
に
過
ご
し
て
い
る
」
の
う
ち
、
最
も
当
て
は
ま
る

1
つ
の
番
号
を
選
択
し
て
〇
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
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【
問

4
】
上
記
の
場
面
設
定
を
踏
ま
え
て
、
時
間
配
分
の
合
計
が

2
4
0
分
に
な
る
よ
う
に
、

2
4
0
分
を
以
下
の
カ
テ
ゴ
リ
に
分
配
し
て
く
だ
さ
い
。

 

             

【
問

5
】
上
記
の
場
面
設
定
を
踏
ま
え
て
、
以
下
の
項
目
に
ど
の
程
度
同
意
で
き
る
か
お
答
え

く
だ
さ
い
。
 

      

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

       

「
①
自
己
啓
発
の
た
め
に
本
を
読
ん
だ
り
、
勉
強
し
た
り
す
る
」
に
何
分
使
う
か

お
答
え
く
だ
さ
い
。

 
分

 

「
②
他
の
仕
事
に
関
連
し
た
作
業
を
す
る
」
に
何
分
使
う
か
お
答
え
く
だ
さ
い
。 

分
 

「
③
仕
事
の
た
め
に
他
の
従
業
員
と
会
う
」
に
何
分
使
う
か
お
答
え
く
だ
さ
い
。 

分
 

「
④
余
暇
の
た
め
に
本
を
読
む
」
に
何
分
使
う
か
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 
分

 

「
⑤
楽
し
み
や
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
時
間
を
過
ご
す
」
に
何
分
使
う
か

お
答
え
く
だ
さ
い
。

 
分

 

「
⑥
友
人
と
会
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
す
る
」
に
何
分
使
う
か
お

答
え
く
だ
さ
い
。

 
分

 

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
自
由
時
間
を
自
分
自
身
の
楽
し
み
や
娯
楽
の
た
め
に

使
う
こ
と
は
正
当
で
あ
る
。

 
1

2
3

4
5

6
7

 

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
自
由
時
間
を
自
分
自
身
の
楽
し
み
や
娯
楽
の
た
め
に

使
う
こ
と
は
問
題
な
い
。

 
1

2
3

4
5

6
7

 

自
分
（
こ
の
場
面
設
定
に
お
け
る
主
人
公
）
は
、
自
由
時
間
を
自
分
自
身
の
楽

し
み
や
娯
楽
の
た
め
に
使
う
に
ふ
さ
わ
し
い
。

 
1

2
3

4
5

6
7

 

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
自
由
時
間
を
自
分
自
身
の
楽
し
み
や
娯
楽
の
た
め
に

使
う
こ
と
に
罪
悪
感
を
感
じ
る
。

 
1

2
3

4
5

6
7

 

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
自
由
時
間
を
自
分
自
身
の
楽
し
み
や
娯
楽
の
た
め
に

使
う
こ
と
の
罪
悪
感
を
払
拭
で
き
な
い
。

 
1

2
3

4
5

6
7

 

①
自
己
啓
発
の
た
め
に
本
を
読
ん
だ
り
、
勉
強
し
た
り
す
る

 

②
他
の
仕
事
に
関
連
し
た
作
業
を
す
る

 

③
仕
事
の
た
め
に
他
の
従
業
員
と
会
う

 

④
余
暇
の
た
め
に
本
を
読
む

 

⑤
楽
し
み
や
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
に
時
間
を
過
ご
す

 

⑥
友
人
と
会
っ
て
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
す
る

 

 

 

… 非 常 に 同 意 す る  

 

 

 

 

 

… 全 く 同 意 し な い  1
2

3
4

5
6

7
 

次
の
質
問
に
つ
い
て
、「

1
：
全
く
同
意
し
な
い
」～

「7
：
非
常
に

同
意
す
る
」
の
う
ち
、
最
も
当
て
は
ま
る

1
つ
の
番
号
を
選
択
し
て

〇
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
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調
査
票

3
 

 

自
由
時
間
の
使
い
方
に
関
す
る
消
費
者
意
識
調
査

 

          

          

【
0
】
あ
な
た
の
年
齢
と
性
別
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

 

                     

次
の
ペ
ー
ジ
へ
お
進
み
く
だ
さ
い
。

 

歳
 

男
 
・
 
女

 

補録 6 調査票 3：最大化志向か満足化志向か 

＜
ご
挨
拶
＞

 

 慶
應
義
塾
大
学
商
学
部
小
野
晃
典
研
究
会
の
有
田
勝
海
と
申
し
ま
す
。

 

私
は
現
在
、
卒
業
論
文
を
執
筆
中
で
あ
り
、

 

そ
の
論
文
に
用
い
る
た
め
の
消
費
者
デ
ー
タ
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

 

 こ
の
調
査
は
、
純
粋
に
学
術
的
な
調
査
で
あ
り
、

 

特
定
の
営
利
企
業
に
利
す
る
こ
と
は

 決
し
て
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

 

ご
回
答
い
た
だ
い
た
内
容
は
統
計
的
方
法
に
よ
っ
て
処
理
い
た
し
ま
す
の
で
、

 

個
人
単
位
で
の
情
報
が
外
部
に
漏
え
い
す
る
こ
と
は
絶
対
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

  

  ご
多
忙
の
と
こ
ろ
大
変
恐
縮
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

 

上
記
の
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
し
て
、
本
調
査
へ
の
ご
協
力
の
程
、

 

何
卒
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

  

  

慶
應
義
塾
大
学
商
学
部

 
小
野
晃
典
研
究
会

  

第
2
0
期
 
有
田
勝
海
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【
1
】
 

【
問

1
】

 

                     

【
問

2
】
 

           

【
問

3
】
 

         

次
の
ペ
ー
ジ
へ
お
進
み
く
だ
さ
い
。

 

 

あ
な
た
が
日
頃
行
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
は
ど
れ
で
す
か
。

 

現
代
の
意
思
決
定
理
論
の
多
く
は
、

 

「
意
思
決
定
は
真
空
状
態
で
行
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
」

 

と
い
う
事
実
を
認
識
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
個
人
の
嗜
好
や
知
識
が
、

 

状
況
変
数
と
と
も
に
、

 

意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
で
す
。

 

 本
調
査
で
は
、
意
思
決
定
に
関
す
る
研
究
を
円
滑
に
す
る
た
め
に
、

 

意
思
決
定
者
で
あ
る
あ
な
た
に
つ
い
て
特
定
の
要
素
を
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

も
し
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
指
示
の
変
更
に
依
存
す
る
、

 

私
の
調
査
の
い
く
つ
か
は
効
果
が
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

 

 そ
の
た
め
、
あ
な
た
が
指
示
を
読
ん
だ
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
、
問

2
の
、

 

「
あ
な
た
が
日
頃
行
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
は
ど
れ
で
す
か
？
」
と
い
う
設
問
と
、

 

そ
の
下
に
あ
る
問

3
の
、
「
回
答
を
続
け
る
」
の
選
択
肢
は
無
視
し
て
く
だ
さ
い
。

 

代
わ
り
に
、
こ
の
文
章
の
上
に
あ
る
問

1
の
、

 

「
ス
ポ
ー
ツ
へ
参
加
」
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
て
、

 

次
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
進
ん
で
く
だ
さ
い
。

 

 よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

□
ス
ポ
ー
ツ
へ
参
加

 

□
回
答
を
続
け
る

 

□
ス
キ
ー

 

□
サ
ッ
カ
ー

 

□
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

 

□
ラ
ン
ニ
ン
グ

 

□
ホ
ッ
ケ
ー

 

□
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

 

□
水
泳

 

□
テ
ニ
ス

 

□
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

 

□
サ
イ
ク
リ
ン
グ

 

□
そ
の
他

 

□
日
頃
ス
ポ
ー
ツ
を
行
っ
て
い
な
い
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【
2
】
以
下
の
質
問
に
は
、
実
際
に
ご
自
身
に
起
き
た
出
来
事
を
思
い
出
し
て
お
答
え
く
だ
さ

い
。
 

 

【
問

1
】
私
た
ち
の
日
常
生
活
で
は
、
仕
事
や
授
業
、
余
暇
で
予
定
し
て
い
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
数
分
か
ら
数
時
間
、
自
由
時
間
が
得
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
過
去
に
、
そ
の
よ
う
に
し
て
自
由
時
間
を
得
た
際
、
あ
な
た
は
そ
の
自
由
時
間
を

ど
ん
な
活
動
に
使
い
ま
し
た
か
。

 

※
何
個
の
活
動
を
書
い
て
い
た
だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

 

※
回
答
は
、
箇
条
書
き
で
構
い
ま
せ
ん
。

 

        【
問

2
】
そ
の
時
得
ら
れ
た
自
由
時
間
は
何
分
で
し
た
か
。

 

   【
問

3
】
そ
の
自
由
時
間
す
べ
て
を

1
0
0
と
し
た
と
き
、
あ
な
た
が
快
楽
的
活
動
／
功
利
的

活
動
／
そ
の
他
の
活
動
に
費
や
し
た
時
間
の
割
合
は
い
く
つ
で
す
か
。

 

【
問

2
】
そ
の
時
得
ら
れ
た
自
由
時
間
は
何
分
で
し
た
か
。

 

   【
問

3
】
そ
の
自
由
時
間
す
べ
て
を

1
0
0
と
し
た
と
き
、
あ
な
た
が
快
楽
的
活
動
／
功
利
的
活

動
／
そ
の
他
の
活
動
に
費
や
し
た
時
間
の
割
合
は
い
く
つ
で
す
か
。

 

※
功
利
的
活
動
と
は
、
何
か
を
成
し
遂
げ
る
た
め
の
手
段
で
あ
り
、
人
に
と
っ
て
義
務
的
で
、

実
用
的
な
利
益
を
も
た
ら
す
活
動
の
こ
と
で
す
。（

例
：
自
己
研
鑽
の
た
め
の
勉
強
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
、
仕
事
や
課
題
の
た
め
の
作
業
な
ど
）

 

一
方
、
快
楽
的
活
動
と
は
、
功
利
的
活
動
と
比
べ
て
、
負
荷
が
低
く
、
手
段
的
で
は
な
く
、
体

験
的
な
楽
し
み
を
も
た
ら
す
活
動
の
こ
と
で
す
。（

例
：
友
人
と
遊
ぶ
、

N
e
tf

li
x
の
視
聴
、
リ

ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
）

 

          

次
の
ペ
ー
ジ
へ
お
進
み
く
だ
さ
い
。

 

快
楽
的
活
動
に
費
や
し
た
時
間

 
 

功
利
的
活
動
に
費
や
し
た
時
間

 
 

そ
の
他
の
活
動
に
費
や
し
た
時
間

 
 

分
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【
3
】
以
下
の
質
問
に
は
、
あ
な
た
自
身
の
考
え
を
も
と
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 

 

【
問

1
】
あ
な
た
自
身
の
考
え
を
も
と
に
、
以
下
の
項
目
に
ど
の
程
度
同
意
で
き
る
か
お
答
え

く
だ
さ
い
。
 

            

【
4
】
以
下
の
質
問
に
は
、
あ
な
た
自
身
の
性
格
や
、
日
常
生
活
を
振
り
返
り
な
が
ら
お
答
え

く
だ
さ
い

 

 

【
問

1
】
以
下
の
項
目
に
あ
な
た
自
身
が
ど
の
程
度
当
て
は
ま
っ
て
い
る
か
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 

           

次
の
ペ
ー
ジ
へ
お
進
み
く
だ
さ
い
。
 

自
由
時
間
を
自
分
自
身
の
楽
し
み
や
娯
楽
の
た
め
に
使
う
こ
と
は
正
当
で
あ
る
。 

1
2

3
4

5
6

7
 

自
由
時
間
を
自
分
自
身
の
楽
し
み
や
娯
楽
の
た
め
に
使
う
こ
と
は
問
題
な
い
。

 
1

2
3

4
5

6
7

 

自
分
は
、
自
由
時
間
を
自
分
自
身
の
楽
し
み
や
娯
楽
の
た
め
に
使
う
に
ふ
さ
わ

し
い
。

 
1

2
3

4
5

6
7

 

自
由
時
間
を
自
分
自
身
の
楽
し
み
や
娯
楽
の
た
め
に
使
う
こ
と
に
罪
悪
感
を
感

じ
る
。

 
1

2
3

4
5

6
7

 

自
由
時
間
を
自
分
自
身
の
楽
し
み
や
娯
楽
の
た
め
に
使
う
こ
と
の
罪
悪
感
を
払

拭
で
き
な
い
。

 
1

2
3

4
5

6
7

 

自
分
自
身
を
変
え
る
た
め
に
実
現
可
能
な
目
標
を
ど
の
よ
う
に
設
定
す
る
か

を
 知

っ
て
い
る
。

  
 

1
2

3
4

5
6

 

自
分
自
身
を
変
え
る
た
め
に
実
現
可
能
な
計
画
を
ど
の
よ
う
に
立
て
る
か
を

知
っ

 て
い
る
。

  
 

1
2

3
4

5
6

 

ど
の
よ
う
な
段
階
を
踏
め
ば
自
分
自
身
が
求
め
る
変
化
を
遂
げ
ら
れ
る
か
を

知
っ

 て
い
る
。

  
 

1
2

3
4

5
6

 

自
分
自
身
に
つ
い
て
変
え
た
い
と
思
う
実
現
可
能
な
目
標
を
設
定
し
て
い
る
。
  

 
1

2
3

4
5

6
 

自
分
自
身
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
き
、
自
分
の
成
長
に
あ
っ
た
実
現
可

能
な

 計
画
を
立
て
る
。

  
 

1
2

3
4

5
6

 

… 非 常 に 同 意 す る  

 

 

 

 

 

… 全 く 同 意 し な い  1
2

3
4

5
6

7
 

次
の
質
問
に
つ
い
て
、「

1
：
全
く
同
意
し
な
い
」～

「
7
：
非
常
に

同
意
す
る
」
の
う
ち
、
最
も
当
て
は
ま
る

1
つ
の
番
号
を
選
択
し
て

〇
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

 

 

 

… か な り 当 て は ま る  

 

 

 

 
… 全 く 当 て は ま ら な い  1

2
3

4
5

6
 

次
の
質
問
に
つ
い
て
、「

1
：
全
く
当
て
は
ま
ら
な
い
」～

 

「6
：
か
な
り
当
て
は
ま
る
」
の
う
ち
、
最
も
当
て
は
ま
る

1
つ
の

 

番
号
を
選
択
し
て
〇
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
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【
問

2
】
あ
な
た
自
身
の
生
活
や
、
日
常
生
活
を
振
り
返
り
、
以
下
の
項
目
に
ど
の
程
度
共
感

で
き
る
か
お
答
え
く
だ
さ
い
。

 

                    

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
 

何
か
を
購
入
し
た
後
に
、
違
う
も
の
に
し
て
い
れ
ば
良
か
っ
た
と
い
う
事
が
よ
く
あ

る
。

 
1

2
3

4
5

 

選
ぶ
の
に
苦
労
し
た
商
品
で
も
、
買
っ
た
後
に
後
悔
す
る
事
が
多
い
。

 
1

2
3

4
5

 

購
入
し
た
商
品
が
良
か
っ
た
と
し
て
も
、「
も
っ
と
良
い
も
の
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
に
」

と
思
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。

 
1

2
3

4
5

 

く
よ
く
よ
過
去
の
こ
と
を
悔
や
む
ほ
う
だ
。

 
1

2
3

4
5

 

過
ぎ
て
し
ま
っ
た
事
に
対
し
て
、「

こ
う
す
れ
ば
良
か
っ
た
」
な
ど
と
考
え
る
事
が

よ
く
あ
る
。

 
1

2
3

4
5

 

人
生
に
お
い
て
、「

あ
の
時
こ
う
し
て
お
け
ば
良
か
っ
た
」
と
強
く
思
う
こ
と
が
多

い
。

 
1

2
3

4
5

 

あ
る
商
品
を
購
入
し
た
際
、
よ
り
良
い
商
品
が
あ
っ
た
可
能
性
を
考
え
て
後
悔
す
る

事
が
あ
る
。

 
1

2
3

4
5

 

自
分
は
優
柔
不
断
だ
と
思
う
。

 
1

2
3

4
5

 

可
能
性
が
あ
る
限
り
、
物
事
を
追
求
す
る
事
に
苦
労
は
惜
し
ま
な
い
。

 
1

2
3

4
5

 

何
か
の
決
断
を
す
る
時
は
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
選
択
肢
を
考
え
て
み
る
。

 
1

2
3

4
5

 

商
品
を
選
ぶ
時
は
、
つ
ね
に
最
良
の
も
の
を
選
ぶ
よ
う
に
し
て
い
る
。

 
1

2
3

4
5

 

ど
ん
な
趣
味
で
も
、
き
わ
め
て
み
た
く
な
り
、
没
頭
す
る
タ
イ
プ
で
あ
る
。

 
1

2
3

4
5

 

一
つ
の
も
の
を
買
う
に
も
、
他
店
と
比
べ
て
み
る
こ
と
が
多
い
。

 
1

2
3

4
5

 

新
し
い
商
品
、
流
行
の
健
康
法
な
ど
，
つ
ね
に
情
報
収
集
は
欠
か
さ
な
い
。

 
1

2
3

4
5

 

買
い
物
の
時
間
や
、
商
品
を
選
ぶ
時
間
が
他
人
よ
り
長
い
と
思
う
。

 
1

2
3

4
5

 

お
気
に
入
り
の
も
の
、
タ
レ
ン
ト
、
歌
手
な
ど
は
と
こ
と
ん
追
求
す
る
。

 
1

2
3

4
5

 

 

 

… 確 か に そ う 思 う  

 

 

 

… 全 く そ う 思 わ な い  1
2

3
4

5
 

次
の
質
問
に
つ
い
て
、「

1
：
全
く
そ
う
思
わ
な
い
」～

 

「5
：
確
か
に
そ
う
思
う
」
の
う
ち
、
最
も
当
て
は
ま
る

1
つ
の

 

番
号
を
選
択
し
て
〇
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

 

 



  

     50       有田勝海「人は獲得した自由時間を功利的に消費するか快楽的に消費するか」  

 

 


